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議案第１１９号

専決処分の承認を求めることについて

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定により、別冊のとおり

専決処分したので、同条第３項の規定により報告し、承認を求める。

専決第５号 令和元年度白河市一般会計補正予算（第３号）

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１２０号

専決処分の承認を求めることについて

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定により、別冊のとおり

専決処分したので、同条第３項の規定により報告し、承認を求める。

専決第６号 令和元年度白河市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１２１号

専決処分の承認を求めることについて

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定により、別冊のとおり

専決処分したので、同条第３項の規定により報告し、承認を求める。

専決第７号 令和元年度白河市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１２２号

専決処分の承認を求めることについて

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定により、別冊のとおり

専決処分したので、同条第３項の規定により報告し、承認を求める。

専決第８号 令和元年度白河市個別排水処理事業特別会計補正予算（第２号）

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１２３号

専決処分の承認を求めることについて

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定により、別冊のとおり

専決処分したので、同条第３項の規定により報告し、承認を求める。

専決第９号 令和元年度白河市水道事業会計補正予算（第２号）

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１２４号

白河市老人福祉センター条例の一部を改正する条例

白河市老人福祉センター条例（平成１７年白河市条例第９０号）の一部を次のように改

正する。

別表第２の１の表中備考以外の部分を次のように改める。

１ 会議室等使用料

利用時間 使用料（１室につき）

午前９時から午後０時３０分まで ３３０円

午後０時３０分から午後５時まで ３３０円

午前９時から午後５時まで ６６０円

上記以外の時間１時間につき ５５０円

附 則

（施行期日）

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例による改正後の別表第２の１の表の規定は、この条例の施行の日以後の利用

の許可に係る使用料又は利用料金について適用し、同日前の利用の許可に係る使用料又

は利用料金については、なお従前の例による。

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１２５号

白河市大信農村環境改善センター条例の一部を改正する条

例

白河市大信農村環境改善センター条例（平成１７年白河市条例第１２０号）の一部を次

のように改正する。

別表中備考以外の部分を次のように改める。

別表（第７条関係）

使用料（１時間につき）

利用区分
４月１日から１０月３１日まで １１月１日から３月３１日まで

午前８時３０分か 午後５時から午後 午前８時３０分か 午後５時から午後

ら午後５時まで ９時まで ら午後５時まで ９時まで

大集会室 ８８０円 １，１７０円 １，１７０円 １，４８０円

附 則

（施行期日）

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例による改正後の別表の規定は、この条例の施行の日以後の利用の許可に係る

使用料について適用し、同日前の利用の許可に係る使用料については、なお従前の例に

よる。

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１２６号

白河市産業プラザ条例の一部を改正する条例

白河市産業プラザ条例（平成２２年白河市条例第３８号）の一部を次のように改正する。

別表の１の表中備考以外の部分を次のように改める。

１ 起業支援室使用料

施設区分 利用単位 使用料

起業支援室Ａ・Ｂ １室１月 ２９，６３０円

別表の２の表中備考以外の部分を次のように改める。

２ 人材育成センター使用料

利用区分 使用料（１時間につき）

施設 午前９時から午後５時まで 午後５時から午後９時まで

講堂 ８００円 １，４４０円

研修室 ５７０円 ９００円

ＩＴ研修室 ３５０円 ５００円

教室（第１・第２） ３５０円 ５００円

調理実習室 ４３０円 ６００円

和室（第１・第２） ５７０円 ９００円

附 則

（施行期日）

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例による改正後の白河市産業プラザ条例（次項において「改正後の条例」とい

う。）別表の１の表の規定は、この条例の施行の日以後に納付するものとされた使用料又

は利用料金について適用し、同日前に納付するものとされた使用料又は利用料金につい

ては、なお従前の例による。

３ 改正後の条例別表の２の表の規定は、この条例の施行の日以後の利用の許可に係る使

用料又は利用料金について適用し、同日前の利用の許可に係る使用料又は利用料金につ

いては、なお従前の例による。

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫



- 9 -

議案第１２７号

白河市白河関の森公園条例の一部を改正する条例

白河市白河関の森公園条例（平成２１年白河市条例第１８号）の一部を次のように改正

する。

別表第２の１の表中備考以外の部分を次のように改める。

１ 自然活用総合管理施設

施設の種類 使用料（１平方メートルにつき）

多目的ホール 月額１１０円

レストラン部分

別表第２の２の表中備考以外の部分を次のように改める。

２ 白河都市農村交流センター

施設の種類 区分
使用料

一般 高校生以下

和室及び調理実習 午前９時から午後５時ま ３５０円 １７０円

室 で（１時間につき）

和室、調理実習室 午後５時から午後９時ま ７１０円 ６００円

及び浴室 で（１時間につき）

宿泊して利用する場合 １，８１０円 １，２１０円

正午から翌日の正午まで

（１人１泊につき）

別表第２の３の表中備考以外の部分を次のように改める。

３ 白河相撲道場

区分
使用料

一般 高校生以下

午前９時から午後５時まで（１時間につき） ３５０円 １７０円

宿泊して利用する場合 １，８１０円 １，２１０円

正午から翌日の正午まで（１人１泊につき）

別表第２の４の表中備考以外の部分を次のように改める。

４ 水車小屋

区分 使用料

午前９時から午後５時まで 大人 １人につき１１０円

中学生及び高校生 １人につき５０円

別表第２の５の表中備考以外の部分を次のように改める。

５ 農畜産物処理加工施設

区分 使用料

午前９時から午後５時まで（１時間につき） ３５０円
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附 則

（施行期日）

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例による改正後の別表第２の規定は、この条例の施行の日以後の利用の許可に

係る使用料について適用し、同日前の利用の許可に係る使用料については、なお従前の

例による。

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１２８号

白河市南湖公園翠楽苑条例の一部を改正する条例

白河市南湖公園翠楽苑条例（平成１７年白河市条例第１４５号）の一部を次のように改

正する。

別表第１中備考以外の部分を次のように改める。

別表第１（第６条、第１７条関係）

券種 区別 入園料の額（１人につき）

入園券 大人 ３５０円

中学生及び高校生 １７０円

別表第１備考中「１００円」を「１１０円」に改める。

別表第２中備考以外の部分を次のように改める。

別表第２（第６条、第１７条関係）

施設名 利用時間 使用料

松楽亭 常盤の間 （１時間につき） １，６１０円

錦の間 午前９時から正午まで

午後１時から午後４時まで

午後５時から午後９時まで

午前９時から午後４時まで ９，６８０円

午後１時から午後９時まで １０，８９０円

午前９時から午後９時まで １５，７３０円

松風の間 （１時間につき） ８００円

午前９時から正午まで

午後１時から午後４時まで

午後５時から午後９時まで

午前９時から午後４時まで ４，８４０円

午後１時から午後９時まで ５，３２０円

午前９時から午後９時まで ７，７４０円

秋水庵 （１時間につき） ２，４２０円

午前９時から正午まで

午後１時から午後４時まで

午後５時から午後９時まで

午前９時から午後４時まで １４，５２０円

午後１時から午後９時まで １５，９６０円

午前９時から午後９時まで ２３，２２０円

野点広場 （１時間につき） ８００円

午前９時から正午まで

午後１時から午後４時まで

午前９時から午後４時まで ４，８４０円
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附 則

（施行期日）

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例による改正後の別表第１及び別表第２の規定は、この条例の施行の日以後の

利用の許可に係る入園料及び使用料又は利用料金について適用し、同日前の利用の許可

に係る入園料及び使用料又は利用料金については、なお従前の例による。

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１２９号

白河市立学校施設の開放に関する条例の一部を改正する条

例

白河市立学校施設の開放に関する条例（平成２６年白河市条例第３６号）の一部を次の

ように改正する。

別表を次のように改める。

別表（第１０条関係）

施設名 使用料

体育館 １時間につき ３００円

校庭 無料

照明設備を利用する場合は、１時間につき ３００円

特別教室 １室１時間につき １７０円

表郷小学校プール １人１回使用２時間以内

大人 １１０円

中学生及び高校生 ５０円

小学生以下 無料

附 則

（施行期日）

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例による改正後の別表の規定は、この条例の施行の日以後の利用の許可に係る

使用料について適用し、同日前の利用の許可に係る使用料については、なお従前の例に

よる。

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１３０号

白河市立図書館条例の一部を改正する条例

白河市立図書館条例（平成２２年白河市条例第４０号）の一部を次のように改正する。

別表中備考以外の部分を次のように改める。

別表（第５条関係）

利用区分
利用者 入場料の徴収の有無

使用料（１室１時

利用施設 間当たり）

小会議室（１・２・３） 市内 入場料を徴収しない場合 ５７０円

入場料を徴収する場合 １，１４０円

その他 入場料を徴収しない場合 １，７１０円

入場料を徴収する場合 ２，２８０円

中会議室（１・２・３） 市内 入場料を徴収しない場合 １，１４０円

入場料を徴収する場合 ２，２８０円

その他 入場料を徴収しない場合 ２，２８０円

入場料を徴収する場合 ４，５６０円

附 則

（施行期日）

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例による改正後の別表の規定は、この条例の施行の日以後の利用の許可に係る

使用料について適用し、同日前の利用の許可に係る使用料については、なお従前の例に

よる。

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１３１号

白河市公民館条例の一部を改正する条例

白河市公民館条例（平成１７年白河市条例第１６７号）の一部を次のように改正する。

別表第２の１の表中備考以外の部分を次のように改める。

１ 白河市中央公民館施設使用料

施設 使用料（１時間につき）

大集会室 ４８０円

料理講習室 ３５０円

大広間 ４８０円

控室 １１０円

第１講習室 ２３０円

第２講習室 ２３０円

第３講習室 １１０円

婦人ホーム １１０円

青年ホーム １１０円

視聴覚室 ２３０円

別表第２の１の表備考２中「２５０円」を「２７０円」に、「１００円」を「１１０円」

に改める。

別表第２の２の表中備考以外の部分を次のように改める。

２ 白河市表郷公民館施設使用料

施設 使用料（１時間につき）

集会室 ４８０円

第１研修室 ３５０円

第２研修室 ２３０円

音楽室 ２３０円

創作室 ２３０円

トレーニング室 ３５０円

第１和室 ２３０円

第２和室 １１０円

別表第２の２の表備考２中「２５０円」を「２７０円」に、「１００円」を「１１０円」

に改める。

別表第２の３の表中備考以外の部分を次のように改める。

３ 白河市大信公民館施設使用料

施設 使用料（１時間につき）

ホール ４８０円

第１研修室 １１０円

第２研修室 ３５０円
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第１和室 １１０円

第２和室 ３５０円

調理実習室 ３５０円

別表第２の３の表備考２中「２５０円」を「２７０円」に、「１００円」を「１１０円」

に改める。

別表第２の４の表中備考以外の部分を次のように改める。

４ 白河市東公民館施設使用料

施設 使用料（１時間につき）

大広間 ４８０円

和室 ２３０円

大会議室 ３５０円

小会議室 １１０円

憩いの広間 ２３０円

別表第２の４の表備考２中「２５０円」を「２７０円」に、「１００円」を「１１０円」

に改める。

附 則

（施行期日）

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例による改正後の別表第２の規定は、この条例の施行の日以後の利用の許可に

係る使用料について適用し、同日前の利用の許可に係る使用料については、なお従前の

例による。

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１３２号

白河市東文化センター条例の一部を改正する条例

白河市東文化センター条例（平成１７年白河市条例第１７１号）の一部を次のように改

正する。

別表の１の第１号の表を次のように改める。

(1) 基本使用料

利用区分 昼間 夜間 全日

（午前９時から午 （午後５時から午 （午前９時から午

後５時まで） 後１０時まで） 後１０時まで）

利用施設 １時間当たり １時間当たり

ホール ２，５３０円 ３，７９０円 ３２，９４０円

エントランスホール ６２０円 ７５０円 ８，２３０円

練習室 ６２０円 ７５０円 ８，２３０円

別表の２の表及び別表の３の表中備考以外の部分を次のように改める。

２ 冷暖房使用料

利用施設 使用料の額（１時間当たり）

ホール ２，５３０円

エントランスホール ６２０円

練習室 ２４０円

３ 附属設備使用料

設備名 設備の別 利用単位 使用料の額

照明設備 ホール照明 一式 ２，２９０円

音響設備 ホール拡声装置 一式 ２，２９０円

ＣＤプレーヤー 一式 ５７０円

ＭＤプレーヤー 一式 ５７０円

ＬＤプレーヤー 一式 ５７０円

カセットデッキ 一式 ５７０円

ビデオプロジェクター 一式 ５７０円

ビデオデッキ 一式 ５７０円

ビデオデッキ（録画操作含む。）一式 １，１４０円

その他の設備 映写機 一式 ３，４５０円

グランドピアノ 一式 ２，２９０円

附 則

（施行期日）

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例による改正後の別表の規定は、この条例の施行の日以後の利用の許可に係る
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使用料又は利用料金について適用し、同日前の利用の許可に係る使用料又は利用料金に

ついては、なお従前の例による。

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１３３号

中山義秀記念文学館条例の一部を改正する条例

中山義秀記念文学館条例（平成１７年白河市条例第１７４号）の一部を次のように改正

する。

別表を次のように改める。

別表（第９条関係）

区分
入館料（１人１回につき）

個人 団体 摘要

常設展 大人（高校生以上） ２２０円 １６０円 団体は、２０人以

小人（小・中学生） １１０円 ５０円 上とする。

附 則

この条例は、令和２年４月１日から施行する。

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１３４号

白河市たいしんふれあいセンター条例の一部を改正する条

例

白河市たいしんふれあいセンター条例（平成１７年白河市条例第１７５号）の一部を次

のように改正する。

別表を次のように改める。

別表（第６条関係）

施設（備品）名 数量等 使用料

管理棟 １団体 １時間 ２２０円

屋外炊事場 １団体 ５７０円

バーベキュー鉄板 １枚 ２２０円

附 則

（施行期日）

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例による改正後の別表の規定は、この条例の施行の日以後の利用の許可に係る

使用料について適用し、同日前の利用の許可に係る使用料については、なお従前の例に

よる。

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１３５号

白河市運動公園条例の一部を改正する条例

白河市運動公園条例（平成１７年白河市条例第１７７号）の一部を次のように改正する。

別表第４の１の第１号の表中備考以外の部分を次のように改める。

(1) 市民プール

利用区分 使用料

専用（５０メートルプール、１コース１時間につき） ５５０円

個人（午前９時から正午まで又は午後１時 一般 ２２０円

から午後４時まで、３時間につき） 高校生 １１０円

小学生及び中学生 ５０円

幼児 無料

別表第４の１の第２号の表中備考以外の部分を次のように改める。

(2) 陸上競技場

ア 施設使用料

利用区分
使用料

午前９時から午後５時まで 午後５時から午後９時まで

専 入場料を徴収す １日につき最高入場料の２００ －

用 る場合 人分

入場料を 一般 １時間につき １，４５０円 －

徴収しな 高校生 １時間につき ７２０円 －

い場合 以下

個 一般 １時間につき １１０円 １時間につき ２２０円

人 高校生以下 １時間につき ５０円 １時間につき １１０円

イ 附属施設使用料

利用区分 使用料（１時間につき）

管理棟１階会議室 ６００円

管理棟２階観覧室 全室 １，２１０円

半室 ６００円

別表第４の１の第３号の表中備考以外の部分を次のように改める。

(3) 多目的グラウンド

ア 施設使用料

利用区分 使用料（１時間につき）

全面 一般 ３３０円

高校生以下 １６０円

半面 一般 １６０円

高校生以下 ７０円

イ 附属設備使用料

利用区分 使用料（３０分につき）

照明 全灯 ３，９２０円

半灯 １，９６０円
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別表第４の１の第４号の表中備考以外の部分を次のように改める。

(4) テニスコート

利用区分（１コートにつき） 使用料（１時間につき）

コート 一般 ４４０円

高校生以下 ２２０円

照明 ６７０円

別表第４の１の第５号の表中備考以外の部分を次のように改める。

(5) 中央体育館

ア 施設使用料

使用料（１時間につき）

利用区分
午前６時から 午前９時から 午後５時から 午後９時から

午前９時まで 午後５時まで 午後９時まで 午前６時まで

平日 特定日 平日 特定日 平日 特定日 平日 特定日

専 入 アマチ 一般 1,940 2,530 1,560 2,030 2,350 3,040 3,130 4,070

用 場 ュアス 円 円 円 円 円 円 円 円

料 ポーツ 高校生 970円 1,260 780円 1,010 1,170 1,520 1,560 2,030

を を目的 以下 円 円 円 円 円 円

徴 とする

収 行事で

す あると

る き

場 その他 営利 16,530 21,480 13,230 17,190 19,840 25,790 26,460 34,390

合 の行事 円 円 円 円 円 円 円 円

である 非営利 7,260 9,430 5,810 7,550 8,710 11,320 11,620 15,110

とき 円 円 円 円 円 円 円 円

入 アマチ 全 一般 970円 1,260 780円 1,010 1,170 1,520 1,560 2,030

場 ュアス 面 円 円 円 円 円 円

料 ポーツ 利

を を目的 用 高校 480円 620円 390円 500円 580円 760円 780円 1,010

徴 とする 生以 円

収 行事で 下

し あると 一 一般 480円 620円 390円 500円 580円 760円 780円 1,010

な き 部 円

い 利 高校 230円 310円 180円 240円 290円 380円 390円 500円

場 用 生以

合 下

その他の行事で 3,610 4,690 2,900 3,760 4,340 5,640 5,800 7,530

あるとき 円 円 円 円 円 円 円 円

個 一般 － 110円 110円 160円 160円 －

人 高校生以下 － 50円 50円 70円 70円 －
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イ 附属施設等使用料

利用区分 使用料

トレーニング室 １時間につき １人 ２２０円

会議室 １時間につき １室 ２２０円

放送設備 １時間につき ５７０円

電光掲示板 １時間につき １組 ５７０円

暖房 会議室 １時間につき １室 ５７０円

観覧席 １時間につき ４，３４０円

冷房 会議室 １時間につき １室 ２７０円

シャワー １時間につき ５７０円

折り畳みいす １日につき １脚 １０円

ウ 電気使用料

利用区分 使用料（１時間につき）

主競技場 全灯 ２，０１０円

半灯 １，３４０円

一部灯 ６７０円

観覧席 ６７０円

ステージ（控室を含む。） ３５０円

特殊電源装置 ５７０円

別表第４の１の第６号の表中備考以外の部分を次のように改める。

(6) 国体記念体育館

ア 施設使用料

使用料（１時間につき）

利用区分 午前６時から 午前９時から 午後５時から 午後９時から

午前９時まで 午後５時まで 午後９時まで 午前６時まで

専 アマチュア 一般 ６９０円 ５５０円 ７２０円 ８３０円

用 スポーツを 高校生 ３４０円 ２７０円 ３５０円 ４１０円

目的とする 以下

行事である

とき

その他の行事であ ２，５８０円 ２，０７０円 ２，６８０円 ３，１００円

るとき

個 一般 － １１０円 １６０円 －

人 高校生以下 － ５０円 ７０円 －
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イ 附属施設等使用料

利用区分 使用料（１時間につき）

会議室 ２２０円

放送設備 ２６０円

暖房（会議室） ５７０円

ウ 電気使用料

利用区分 使用料（１時間につき）

主競技場 全灯 １，３４０円

半灯 ６７０円

別表第４の１の第７号の表中備考以外の部分を次のように改める。

(7) スポーツプラザ

使用料（１時間につき）

利用区分 午前９時から午後５時 午後５時から午後９時

まで まで

フットサルコ 専用 一般 １面 ６，０５０円 １面 ７，２６０円

ート（休憩室 高校生以下 １面 ３，０２０円 １面 ３，６３０円

を含む。） 個人 一般 １人 ６００円 １人 ７１０円

高校生以下 １人 ３００円 １人 ３５０円

エクササイズ 専用 １室 ２，４２０円

ルーム 個人 １人 ２３０円

会議室 １室 ６００円

キッズルーム 無料 －

別表第４の２の第１号の表中備考以外の部分を次のように改める。

(1) 多目的グラウンド

利用区分 使用料（１時間につき）

全面 一般 ３３０円

高校生以下 １６０円

半面 一般 １６０円

高校生以下 ７０円

別表第４の２の第２号の表中備考以外の部分を次のように改める。

(2) ブルースタジアム

ア 施設使用料

利用区分 使用料

入場料を徴収する場合 １日につき最高入場料の２００人分

入場料を徴収しない場合 一般 １時間につき ６７０円

高校生以下 １時間につき ３３０円

イ 附属設備使用料

利用区分 使用料（１時間につき）

放送設備 ２２０円
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別表第４の２の第３号の表中備考以外の部分を次のように改める。

(3) グリーンスタジアム

ア 施設使用料

利用区分 使用料

入場料を徴収する場合 １日につき最高入場料の２００人分

入場料を徴収しない場合 一般 １時間につき ６７０円

高校生以下 １時間につき ３３０円

イ 附属設備使用料

利用区分 使用料（１時間につき）

放送設備 ２２０円

照明 全灯 １１，２００円

半灯 ７，８４０円

別表第４の２の第４号の表中備考以外の部分を次のように改める。

(4) テニスコート

利用区分（１コートにつき） 使用料（１時間につき）

コート 一般 ４４０円

高校生以下 ２２０円

照明 ６７０円

別表第４の３の第１号の表中備考以外の部分を次のように改める。

(1) 表郷天狗山球場

ア 施設使用料

利用区分 使用料

入場料を徴収する場合 １日につき最高入場料の２００人分

入場料を徴収しない場合 一般 １時間につき ６７０円

高校生以下 １時間につき ３３０円

イ 附属設備使用料

利用区分 使用料（１時間につき）

放送設備 ２２０円

別表第４の３の第２号の表中備考以外の部分を次のように改める。

(2) 表郷球場

ア 施設使用料

利用区分 使用料

入場料を徴収する場合 １日につき最高入場料の２００人分

入場料を徴収しない場合 一般 １時間につき ４４０円

高校生以下 １時間につき ２２０円

イ 附属設備使用料

利用区分 使用料（１時間につき）

放送設備 ２２０円

照明 全灯 ３，６９０円

半灯 １，８４０円
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別表第４の３の第３号の表中備考以外の部分を次のように改める。

(3) 表郷体育館

ア 施設使用料

使用料（１時間につき）

利用区分 午前６時から 午前９時から 午後５時から 午後９時から

午前９時まで 午後５時まで 午後９時まで 午前６時まで

専 アマチュア 一般 ６９０円 ５５０円 ７２０円 ８３０円

用 スポーツを 高校生 ３４０円 ２７０円 ３５０円 ４１０円

目的とする 以下

行事である

とき

その他の行事であ ２，５８０円 ２，０７０円 ２，６８０円 ３，１００円

るとき

個 一般 － １１０円 １６０円 －

人 高校生以下 － ５０円 ７０円 －

イ 附属設備使用料

利用区分 使用料（１時間につき）

放送設備 ２６０円

ウ 電気使用料

利用区分 使用料（１時間につき）

主競技場 全灯 ４４０円

半灯 ２２０円

別表第４の３の第４号の表中備考以外の部分を次のように改める。

(4) 多目的グラウンド

ア 施設使用料

利用区分 使用料（１時間につき）

全面 一般 ３３０円

高校生以下 １６０円

半面 一般 １６０円

高校生以下 ７０円

イ 附属設備使用料

利用区分 使用料（３０分につき）

照明 ６７０円

別表第４の４の第１号の表中備考以外の部分を次のように改める。

(1) 市民プール

利用区分
使用料（１人３時間につき）

午前９時から正午まで 午後１時から午後４時まで

一般 ２２０円 ２２０円

高校生 １１０円 １１０円
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小学生及び中学生 ５０円 ５０円

幼児 無料 無料

別表第４の４の第２号の表中備考以外の部分を次のように改める。

(2) 多目的グラウンド

利用区分 使用料（１時間につき）

全面 一般 ３３０円

高校生以下 １６０円

半面 一般 １６０円

高校生以下 ７０円

別表第４の４の第３号の表中備考以外の部分を次のように改める。

(3) 大信球場

ア 施設使用料

利用区分 使用料

入場料を徴収する場合 １日につき最高入場料の２００人分

入場料を徴収しない場合 一般 １時間につき ４４０円

高校生以下 １時間につき ２２０円

イ 附属設備使用料

利用区分 使用料（１時間につき）

放送設備 ２２０円

照明 全灯 ３，６９０円

半灯 １，８４０円

別表第４の４の第４号の表中備考以外の部分を次のように改める。

(4) テニスコート

利用区分（１コートにつき） 使用料（１時間につき）

コート 一般 ４４０円

高校生以下 ２２０円

照明 ６７０円

別表第４の４の第５号の表中備考以外の部分を次のように改める。

(5) トレーニングセンター

ア 施設使用料

使用料（１時間につき）

利用区分 午前６時から 午前９時から 午後５時から 午後９時から

午前９時まで 午後５時まで 午後９時まで 午前６時まで

専 アマチュア 一般 ６９０円 ５５０円 ７２０円 ８３０円

用 スポーツを 高校生 ３４０円 ２７０円 ３５０円 ４１０円

目的とする 以下

行事である

とき

その他の行事であ ２，５８０円 ２，０７０円 ２，６８０円 ３，１００円

るとき
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個 一般 － １１０円 １６０円 －

人 高校生以下 － ５０円 ７０円 －

イ 電気使用料

利用区分 使用料（１時間につき）

主競技場 全灯 ５５０円

半灯 ２７０円

別表第４の５の第１号の表中備考以外の部分を次のように改める。

(1) 市民プール

利用区分
使用料（１人３時間につき）

午前９時から正午まで 午後１時から午後４時まで

一般 ２２０円 ２２０円

高校生 １１０円 １１０円

小学生及び中学生 ５０円 ５０円

幼児 無料 無料

別表第４の５の第２号の表中備考以外の部分を次のように改める。

(2) 多目的グラウンド

ア 施設使用料

利用区分 使用料（１時間につき）

全面 一般 ６７０円

高校生以下 ３３０円

半面 一般 ３３０円

高校生以下 １６０円

４分の１面 一般 １６０円

高校生以下 ７０円

イ 附属設備使用料

利用区分 使用料（３０分につき）

照明 １，２３０円

別表第４の５の第３号の表中備考以外の部分を次のように改める。

(3) テニスコート

利用区分（１コートにつき） 使用料（１時間につき）

コート 一般 ４４０円

高校生以下 ２２０円

照明 ６７０円

別表第４の５の第４号の表中備考以外の部分を次のように改める。

(4) 東体育館

ア 施設使用料

使用料（１時間につき）

利用区分 午前６時から 午前９時から 午後５時から 午後９時から

午前９時まで 午後５時まで 午後９時まで 午前６時まで
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専 アマチュア 一般 ６９０円 ５５０円 ７２０円 ８３０円

用 スポーツを 高校生 ３４０円 ２７０円 ３５０円 ４１０円

目的とする 以下

行事である

とき

その他の行事であ ２，５８０円 ２，０７０円 ２，６８０円 ３，１００円

るとき

個 一般 － １１０円 １６０円 －

人 高校生以下 － ５０円 ７０円 －

イ 附属設備使用料

利用区分 使用料（１時間につき）

放送設備 ２６０円

ウ 電気使用料

利用区分 使用料（１時間につき）

主競技場 全灯 ６１０円

半灯 ３００円

別表第４の５の第５号の表中備考以外の部分を次のように改める。

(5) 弓道場

利用区分 使用料（１人３時間につき）

一般 ２２０円

高校生 １１０円

中学生以下 ５０円

別表第４の５の第６号の表中備考以外の部分を次のように改める。

(6) バーベキューハウス

利用区分 使用料

バーベキューハウス（屋根付き） 市内 １日につき １炉 ５７０円

市外 １日につき １炉 １，３７０円

Ｕ字溝（野外） 市内 １日につき １炉 ３３０円

市外 １日につき １炉 １，１４０円

別表第４の５の第７号の表中備考以外の部分を次のように改める。

(7) キャンプ場

利用区分 使用料

施設使用料 市内 １晩につき テントサイト１箇所 ３３０円

市外 １晩につき テントサイト１箇所 １，３７０円

テント 市内 １晩につき １張 ９１０円

市外 １晩につき １張 ２，５３０円

炊事場のみ 市内 １回 ３３０円

市外 １回 １，３７０円
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附 則

（施行期日）

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例による改正後の別表第４の規定は、この条例の施行の日以後の利用の許可に

係る使用料又は利用料金について適用し、同日前の利用の許可に係る使用料又は利用料

金については、なお従前の例による。

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１３６号

白河市武道館条例の一部を改正する条例

白河市武道館条例（平成１７年白河市条例第１７８号）の一部を次のように改正する。

別表中備考以外の部分を次のように改める。

別表（第６条関係）

利用区分
使用料（１時間につき）

午前９時から午後５時まで 午後５時から午後９時まで

専用 一般 ５５０円 ７２０円

高校生以下 ２７０円 ３５０円

個人 一般 １１０円 １６０円

高校生以下 ５０円 ７０円

附 則

（施行期日）

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例による改正後の別表の規定は、この条例の施行の日以後の利用の許可に係る

使用料又は利用料金について適用し、同日前の利用の許可に係る使用料又は利用料金に

ついては、なお従前の例による。

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１３７号

白河市小田川市民センター条例の一部を改正する条例

白河市小田川市民センター条例（平成１７年白河市条例第２２号）の一部を次のように

改正する。

別表中備考以外の部分を次のように改める。

別表（第６条、第１７条関係）

基本使用料（１時間につき） 全日

利用区分 午前８時から午 午後５時から午 午前８時から午

後５時まで 後９時まで 後９時まで

集会室 一般 ３５０円 ７１０円 ４，９３０円

中学生以下 １７０円 ６００円 ３，１６０円

会議室 一般 ３００円 ６００円 ４，２００円

中学生以下 １７０円 ６００円 ３，１６０円

競技場 一般 ６００円 １，２１０円 ８，４３０円

中学生以下 ２３０円 １，２１０円 ５，４７０円

競技場の個人利用 一般 ４０円 ５０円 ４７０円

中学生以下 ３０円

附 則

（施行期日）

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例による改正後の別表の規定は、この条例の施行の日以後の利用の許可に係る

使用料又は利用料金について適用し、同日前の利用の許可に係る使用料又は利用料金に

ついては、なお従前の例による。

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１３８号

白河市サンフレッシュ白河条例の一部を改正する条例

白河市サンフレッシュ白河条例（平成１７年白河市条例第２３号）の一部を次のように

改正する。

別表の１の表中備考以外の部分を次のように改める。

１ サンフレッシュ白河使用料

利用区分 使用料

１時間につき 全日等

午前９時か 午後５時か 午前９時か 午後１時か 午前９時か

ら午後５時 ら午後９時 ら午後５時 ら午後９時 ら午後９時

施設 まで まで まで まで まで

小会議室 410円 540円 2,740円 3,030円 4,040円

会議研修室 620円 920円 4,170円 4,960円 6,450円

音楽スタジオ 820円 1,230円 5,500円 6,550円 8,540円

多目的ホール 530円 770円 3,580円 4,160円 5,470円

多目的ホールの個人使用 １回２時間につき 110円

別表の２の表を次のように改める。

２ 特殊器具及び設備使用料

種別 利用単位 使用料

ビデオデッキ １時間につき １台 ２３０円

放送設備 １時間につき １式 ２３０円

音楽スタジオ ピアノ １時間につき １台 ４８０円

アンプ・スピーカー １時間につき １式 ２３０円

ミキサー・録音機器 １時間につき １式 ２３０円

カラオケセット １時間につき １式 ６００円

電気器具持込み １時間につき ２３０円

附 則

（施行期日）

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例による改正後の別表の規定は、この条例の施行の日以後の利用の許可に係る

使用料について適用し、同日前の利用の許可に係る使用料については、なお従前の例に

よる。

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１３９号

白河市市民体育館条例の一部を改正する条例

白河市市民体育館条例（平成１７年白河市条例第１７９号）の一部を次のように改正す

る。

別表中備考以外の部分を次のように改める。

別表（第６条関係）

使用料（１時間につき）

利用区分 午前９時から午後５時 午後５時から午後９時

まで まで

専用 全面利用 一般 ５５０円 ７２０円

高校生以下 ２７０円 ３５０円

半面利用 一般 ２７０円 ３６０円

高校生以下 １３０円 １７０円

個人 一般 １１０円 １６０円

高校生以下 ５０円 ７０円

附 則

（施行期日）

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例による改正後の別表の規定は、この条例の施行の日以後の利用の許可に係る

使用料又は利用料金について適用し、同日前の利用の許可に係る使用料又は利用料金に

ついては、なお従前の例による。

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１４０号

白河市多目的研修センター条例の一部を改正する条例

白河市多目的研修センター条例（平成１７年白河市条例第１１５号）の一部を次のよう

に改正する。

別表中備考以外の部分を次のように改める。

別表（第６条関係）

使用料

利用区分
１時間につき 全日

午前８時から午 午後５時から午 午前８時から午

後５時まで 後９時まで 後９時まで

白坂多目的研 小研修室 １４０円 ３１０円

修センター 大研修室

調理実習室

軽運動 団体 一般 ６００円 １，２１０円 ８，４３０円

場 使用 中学生以下 １，２１０円 ３，６３０円

個人 一般 ４０円 ５０円 ４７０円

使用 中学生以下 ３０円

表郷多目的研 生活農事研修室 １４０円 ３１０円

修センター 小研修室

調理実習室

多目的ホール ２９０円 ６６０円

東多目的研修 大会議室 １４０円 ３１０円

センター 調理実習室

多目的 団体 一般 ６００円 １，２１０円 ８，４３０円

ホール 使用 中学生以下 １，２１０円 ３，６３０円

個人 一般 ４０円 ５０円 ４７０円

使用 中学生以下 ３０円

附 則

（施行期日）

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例による改正後の別表の規定は、この条例の施行の日以後の利用の許可に係る

使用料について適用し、同日前の利用の許可に係る使用料については、なお従前の例に

よる。

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１４１号

白河市農林漁業者等健康増進施設条例の一部を改正する条

例

白河市農林漁業者等健康増進施設条例（平成１７年白河市条例第１１６号）の一部を次

のように改正する。

別表中備考以外の部分を次のように改める。

別表（第６条関係）

使用料

利用区分
１時間につき 全日

午前８時から午 午後５時から午 午前８時から午

後５時まで 後９時まで 後９時まで

団体使用 一般 ６００円 １，２１０円 ８，４３０円

中学生以下 １，２１０円 ３，６３０円

個人使用 一般 ４０円 ５０円 ４７０円

中学生以下 ３０円

附 則

（施行期日）

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例による改正後の別表の規定は、この条例の施行の日以後の利用の許可に係る

使用料について適用し、同日前の利用の許可に係る使用料については、なお従前の例に

よる。

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１４２号

白河市農村集落多目的共同利用施設条例の一部を改正する

条例

白河市農村集落多目的共同利用施設条例（平成１７年白河市条例第１１７号）の一部を

次のように改正する。

別表中備考以外の部分を次のように改める。

別表（第６条関係）

使用料

利用区分
１時間につき 全日

午前８時から午 午後５時から午 午前８時から午

後５時まで 後９時まで 後９時まで

生活改善研修室 １４０円 ３１０円

農事研修室

多目的ホール 団体 一般 ６００円 １，２１０円 ８，４３０円

使用 中学生以下 １，２１０円 ３，６３０円

個人 一般 ４０円 ５０円 ４７０円

使用 中学生以下 ３０円

附 則

（施行期日）

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例による改正後の別表の規定は、この条例の施行の日以後の利用の許可に係る

使用料について適用し、同日前の利用の許可に係る使用料については、なお従前の例に

よる。

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１４３号

白河市聖ケ岩ふるさとの森条例の一部を改正する条例

白河市聖ケ岩ふるさとの森条例（平成２７年白河市条例第１８号）の一部を次のように

改正する。

別表の１の表中備考以外の部分を次のように改める。

１ ビジターセンター

施設名等 利用単位 使用料 利用時間

ひじりの場（研修室） １室１時間に 市民 ３３０円 午前９時から午

つき その他の者 ６６０円 後５時まで

ふどうの場（研修室） １室１時間に 市民 ３３０円

つき その他の者 ６６０円

こもれび（読書室） １室１時間に 市民 ３３０円

つき その他の者 ６６０円

ホワイエ １室１時間に 市民 １，１００円

つき その他の者 ２，２００円

ボルダリング・ロープ １人２時間に 大人 ２２０円

クライミング つき 小人 １１０円

ボルダリング用シュー １人２時間に 大人 ２２０円

ズ つき 小人 １１０円

シャワー １人１０分に １５０円

つき

別表の２の表中備考以外の部分を次のように改める。

２ キャンプ場

施設名等 利用単位 使用料 利用時間

施設整備費 １人１日又は 市民 大人 ２２０円

１人１夜 小人 １１０円

幼児 無料

その他 大人 ４４０円

の者 小人 ２２０円

幼児 無料

テントサイト １箇所１夜 ６００円 正午から翌日の正午まで

バンガロー １棟１夜 ３，５００円 午後２時から翌日の午前１０

（Ａタイプ） 時まで

１棟日帰り ２，４００円 午前９時から午後５時まで

バンガロー １棟１夜 ７，１００円 午後２時から翌日の午前１０

（Ｂタイプ） 時まで

１棟日帰り ４，７００円 午前９時から午後５時まで
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布団セット １式１夜 ９００円 午後２時から翌日の午前１０

時まで

シーツ １枚１夜 ２５０円 午後２時から翌日の午前１０

時まで

炊飯用鍋 １個１日 ２００円 正午から翌日の正午まで

焼肉鉄板 １個１日 ２００円 正午から翌日の正午まで

薪 一束 ２５０円

附 則

（施行期日）

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例による改正後の別表の規定は、この条例の施行の日以後の利用の許可に係る

使用料又は利用料金及び利用時間について適用し、同日前の利用の許可に係る使用料又

は利用料金及び利用時間については、なお従前の例による。

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１４４号

白河市行政財産使用料条例の一部を改正する条例

白河市行政財産使用料条例（平成１７年白河市条例第５３号）の一部を次のように改正

する。

別表備考２及び備考３中「１００分の１０８」を「１００分の１１０」に改める。

附 則

（施行期日）

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例による改正後の別表の規定は、この条例の施行の日以後の使用の許可に係る

使用料について適用し、同日前の使用の許可に係る使用料については、なお従前の例に

よる。

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１４５号

白河市公設地方卸売市場条例の一部を改正する条例

白河市公設地方卸売市場条例（平成１７年白河市条例第１２２号）の一部を次のように

改正する。

別表中備考以外の部分を次のように改める。

別表（第５１条関係）

種類 単位
使用料の額

青果部 水産物部

売場使用料 卸売業者 １月につき 卸売金額の１，０００ 卸売金額の１，０００

分の３に相当する金額 分の３に相当する金額

仲卸業者 １月につき 第２７条の２ただし書 第２７条の２ただし書

の規定に基づき買い入 の規定に基づき買い入

れた生鮮食料品等の売 れた生鮮食料品等の売

上金額（消費税額及び 上金額（消費税額及び

地方消費税額を含む。）地方消費税額を含む。）

の１，０００分の３に の１，０００分の３に

相当する金額 相当する金額

冷蔵庫使用料（発電施設 １平方メー 月額 ４１８円 月額 ５２８円

を含む。） トルにつき

冷凍庫使用料 １平方メー 月額 １，７６０円

トルにつき

管理事務所使用料 １平方メー 月額 ９２円 月額 １８５円

トルにつき

倉庫使用料 １平方メー 月額 １６５円

トルにつき

加工場使用料 １平方メー 月額 ２７１円

トルにつき

関連商品売場使用料 １平方メー 月額 ５９４円 月額 ５９４円

トルにつき

保管料 １平方メー 月額 ５５円 月額 ５５円

トルにつき

附 則

（施行期日）

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例による改正後の別表の規定は、この条例の施行の日以後の市場施設の利用に

係る使用料について適用し、同日前の市場施設の利用に係る使用料については、なお従
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前の例による。

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１４６号

白河市きつねうち温泉健康館及び白河市東交流宿泊館条例

の一部を改正する条例

白河市きつねうち温泉健康館及び白河市東交流宿泊館条例（平成１７年白河市条例第１

３１号）の一部を次のように改正する。

別表の１の第１号の表中備考以外の部分を次のように改める。

(1) 入場料

区分
午前９時３０分から午 午後５時以降の入場者

後５時までの入場者

入浴及び休息 一般（中学生以上） １，３５０円 ７２０円

子供（小学生） ８３０円 ４１０円

幼児（小学生未満） 無料 無料

入浴のみ 一般（中学生以上） ５１０円 ５１０円

子供（小学生） ３００円 ３００円

幼児（小学生未満） 無料 無料

別表の１の第２号の表中備考以外の部分を次のように改める。

(2) 個室使用料（日帰り１部屋当たり）

区分 金額

午前９時３０分から正午まで ３，３００円

午前９時３０分から午後４時まで ５，５００円

正午から午後４時まで ３，３００円

午後４時以降 ５，５００円

別表の２の第１号の表中備考以外の部分を次のように改める。

(1) 和室（１泊１部屋１人当たり）

区分 金額

１人で利用の場合 ９，９００円

２人～３人で利用の場合 ８，８００円

４人～５人で利用の場合 ７，７００円

６人以上で利用の場合 ６，６００円

別表の２の第２号の表中備考以外の部分を次のように改める。

(2) コテージ

区分 金額

１コテージ１泊当たり ３８，５００円

附 則

（施行期日）

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。

（経過措置）
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２ この条例による改正後の別表の規定は、この条例の施行の日以後の利用の許可に係る

使用料又は利用料金について適用し、同日前の利用の許可に係る使用料又は利用料金に

ついては、なお従前の例による。

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１４７号

白河市白河駅前イベント広場条例の一部を改正する条例

白河市白河駅前イベント広場条例（平成２４年白河市条例第３３号）の一部を次のよう

に改正する。

別表中備考以外の部分を次のように改める。

別表（第５条関係）

利用者 区分 使用料（１時間当たり）

市内 営利を目的としない場合 ７９０円

営利を目的とする場合 ２，３７０円

その他 営利を目的としない場合 １，５８０円

営利を目的とする場合 ４，７４０円

附 則

（施行期日）

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例による改正後の別表の規定は、この条例の施行の日以後の利用の許可に係る

使用料について適用し、同日前の利用の許可に係る使用料については、なお従前の例に

よる。

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１４８号

白河市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例

白河市道路占用料徴収条例（平成１７年白河市条例第１３２号）の一部を次のように改

正する。

第２条第２項中「１００分の１０８」を「１００分の１１０」に改める。

附 則

（施行期日）

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例による改正後の第２条第２項の規定は、この条例の施行の日以後の占用の許

可に係る占用料の額について適用し、同日前の占用の許可に係る占用料の額については、

なお従前の例による。

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１４９号

白河市河川流水占用料等徴収条例の一部を改正する条例

白河市河川流水占用料等徴収条例（平成１７年白河市条例第１３３号）の一部を次のよ

うに改正する。

第３条第１項及び第３項中「１００分の１０８」を「１００分の１１０」に改める。

附 則

（施行期日）

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例による改正後の白河市河川流水占用料等徴収条例（次項において「改正後の

条例」という。）第３条第１項の規定は、この条例の施行の日（次項において「施行日」

という。）以後の占用の許可及び登録に係る流水占用料並びに占用の許可に係る土地占

用料について適用し、同日前の占用の許可及び登録に係る流水占用料並びに占用の許可

に係る土地占用料については、なお従前の例による。

３ 改正後の条例第３条第３項の規定は、施行日以後の土石等の採取の許可に係る土石採

取料その他の河川産出物採取料について適用し、同日前の土石等の採取の許可に係る土

石採取料その他の河川産出物採取料については、なお従前の例による。

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１５０号

白河市公共物管理条例の一部を改正する条例

白河市公共物管理条例（平成１７年白河市条例第１３４号）の一部を次のように改正す

る。

第１０条第２項中「１００分の１０８」を「１００分の１１０」に改める。

附 則

（施行期日）

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例による改正後の第１０条第２項の規定は、この条例の施行の日以後の占用の

許可に係る占用料及び産出物の採取の許可に係る産出物採取料について適用し、同日前

の占用の許可に係る占用料及び産出物の採取の許可に係る産出物採取料については、な

お従前の例による。

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１５１号

白河市都市公園条例の一部を改正する条例

白河市都市公園条例（平成１７年白河市条例第１４３号）の一部を次のように改正する。

別表第２の１の表備考及び別表第２の２の表備考中「１００分の１０８」を「１００分

の１１０」に改める。

別表第２の３の表中備考以外の部分を次のように改める。

３ 第２条第１項各号に掲げる行為をする場合

行為 単位 金額

行商、募金その他これらに類す １人につき １日 １，１００円

る行為

業として行う貸しボート １隻につき １年 ６５０円

業として行う写真撮影 １台につき １日 １，１００円

業として行う映画撮影 １台につき １日 １３，２００円

興行 １平方メートルにつき １日 ２０円

競技会、展示会、博覧会等 １平方メートルにつき １日 ２０円

別表第２の３の表備考中「１００分の１０８」を「１００分の１１０」に改める。

附 則

（施行期日）

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例による改正後の別表第２の規定は、この条例の施行の日以後の第１０条の許

可に係る使用料について適用し、同日前の第１０条の許可に係る使用料については、な

お従前の例による。

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１５２号

白河市白河文化交流館条例の一部を改正する条例

白河市白河文化交流館条例（平成２６年白河市条例第７２号）の一部を次のように改正

する。

別表の１の表中備考以外の部分を次のように改める。

１ ホールに係る料金

料金

午前 午後 夜間 全日

施設名 利用区分 午前９時か 午後１時か 午後６時か 午前９時か

ら正午まで ら午後５時 ら午後１０ ら午後１０

まで 時まで 時まで

大ホール 入場料を徴収 平日 27,500円 36,200円 45,000円 108,700円

しない場合及 土曜日、 30,700円 40,600円 53,800円 125,100円

び1,000円以 日曜日及

下の入場料を び休日

徴収する場合

1,000円を超 平日 33,000円 43,400円 54,000円 130,400円

え3,000円以 土曜日、 36,800円 48,700円 64,500円 150,000円

下の入場料を 日曜日及

徴収する場合 び休日

3,000円を超 平日 41,200円 54,300円 67,500円 163,000円

え5,000円以 土曜日、 46,000円 60,900円 80,700円 187,600円

下の入場料を 日曜日及

徴収する場合 び休日

5,000円を超 平日 55,000円 72,400円 90,000円 217,400円

える入場料を 土曜日、 61,400円 81,200円 107,600円 250,200円

徴収する場合 日曜日及

び休日

小ホール 入場料を徴収 平日 9,800円 13,100円 16,500円 39,400円

しない場合及 土曜日、 11,000円 14,200円 18,600円 43,800円

び1,000円以 日曜日及

下の入場料を び休日

徴収する場合

1,000円を超 平日 11,700円 15,700円 19,800円 47,200円

え3,000円以 土曜日、 13,200円 17,000円 22,300円 52,500円

下の入場料を 日曜日及

徴収する場合 び休日
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3,000円を超 平日 14,700円 19,600円 24,700円 59,000円

え5,000円以 土曜日、 16,500円 21,300円 27,900円 65,700円

下の入場料を 日曜日及

徴収する場合 び休日

5,000円を超 平日 19,600円 26,200円 33,000円 78,800円

える入場料を 土曜日、 22,000円 28,400円 37,200円 87,600円

徴収する場合 日曜日及

び休日

別表の１の表備考７中「３，２４０円」を「３，３００円」に、「１，０８０円」を「１，

１００円」に改める。

別表の３の表中備考以外の部分を次のように改める。

３ その他の施設に係る料金

施設名 １時間当たりの料金 備考

ホワイエ１ 1,120円 ホール利用を伴わない利用に限り徴収する。

（大ホール１階） 左記の料金にかかわらず、全日（午前９時か

ら午後１０時までをいう。以下同じ。）利用

の場合は、10,190円とする。

ホワイエ２ 980円 ホール利用を伴わない利用に限り徴収する。

（大ホール２階） 左記の料金にかかわらず、全日利用の場合は、

8,910円とする。

ホワイエ３ 740円 ホール利用を伴わない利用に限り徴収する。

（小ホール１階） 左記の料金にかかわらず、全日利用の場合は、

6,730円とする。

ホワイエ４ 610円 ホール利用を伴わない利用に限り徴収する。

（小ホール２階） 左記の料金にかかわらず、全日利用の場合は、

5,550円とする。

カギガタモール 1,380円 占用して利用する場合に限り徴収する。

左記の料金にかかわらず、全日利用の場合は、

10,760円とする。

中庭 400円 占用して利用する場合に限り徴収する。

左記の料金にかかわらず、全日利用の場合は、

3,640円とする。

キッズルーム 250円 占用して利用する場合に限り徴収する。

左記の料金にかかわらず、全日利用の場合は、

2,270円とする。

附 則

（施行期日）

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例による改正後の別表の規定は、この条例の施行の日以後の利用の許可に係る
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利用料金について適用し、同日前の利用の許可に係る利用料金については、なお従前の

例による。

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１５３号

白河市中心市街地市民交流センター条例の一部を改正する

条例

白河市中心市街地市民交流センター条例（平成１７年白河市条例第１２７号）の一部を

次のように改正する。

第６条第３項中「前項」を「第１項」に改める。

第１３条第１項第１号中「第６条第２項」を「第６条第３項」に改める。

別表中備考以外の部分を次のように改める。

別表（第７条、第１８条関係）

施設 利用単位 使用料

会議室 小 １時間につき １００円

中 １時間につき ２００円

大 １時間につき ３００円

ギャラリー 小 １時間につき １００円

中 １時間につき ２００円

大 １時間につき ３００円

和室 １時間につき １００円

調理実習室 １時間につき ２００円

地下エントランスホール １時間につき ７１０円

地下多目的スペース １時間につき ２００円

１階エントランスホール １時間につき ４００円

２階多目的スペース Ａ １時間につき １００円

Ｂ １時間につき １００円

カフェスペース １月につき ４，１００円

チャレンジショップ Ａ １月につき １９，２００円

Ｂ １月につき ７，０００円

フリーマーケットボックス １月につき ５００円

テナントブース １ １月につき ３３，４００円

２、５、９ １月につき ７，０００円

３ １月につき ３０，０００円

４ １月につき ２４，３００円

６、８ １月につき ９，０００円

７ １月につき １１，３００円

１０ １月につき ４７，０００円

別表備考第５項を同表備考第７項とし、同表備考第４項中「会議室、ギャラリー、和室、

多目的スペース又は調理実習室」を「前項の施設」に改め、同項を同表備考第６項とし、

同表備考第３項中「多目的スペース又は調理実習室」を「調理実習室、地下エントランス
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ホール、地下多目的スペース、１階エントランスホール又は２階多目的スペース」に改め、

同項を同表備考第５項とし、同表備考第２項の次に次の２項を加える。

３ カフェスペース、チャレンジショップ及びテナントブースの利用に係る光熱水費

については、別に定めるものとする。

４ 地下エントランスホール、地下多目的スペース、１階エントランスホール及び２

階多目的スペースの使用料は、占用して利用する場合に限り徴収する。

附 則

（施行期日）

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例による改正後の別表の規定は、この条例の施行の日以後の利用の許可に係る

使用料又は利用料金について適用し、同日前の利用の許可に係る使用料又は利用料金に

ついては、なお従前の例による。

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１５４号

白河市旧脇本陣柳屋旅館建造物群条例の一部を改正する条

例

白河市旧脇本陣柳屋旅館建造物群条例（平成３０年白河市条例第２３号）の一部を次の

ように改正する。

第５条ただし書中「市長は、必要があると認めるときは、これを臨時に変更」を「次条

第１項の許可を受けた場合は、午前８時から午後８時までと」に改め、同条に次の１項を

加える。

２ 前項の規定にかかわらず、市長は、必要があると認めるときは、利用時間を臨時に変

更することができる。

第６条第１項中「を除く」の次に「。次項において同じ」を加え、同条第２項中「第１

項」を「前項」に改める。

別表を次のように改める。

別表（第７条関係）

使用料（１時間当たり）

区分 午前１０時から 左記以外の時間

午後４時まで

蔵座敷 和室１ ３００円 ３６０円

和室２ ３２０円 ３８０円

玉座の間（北側庭園を含む。） ３６０円 ４３０円

全室（北側庭園を含む。） ６８０円 ８１０円

東側庭園 ４１０円 ４９０円

蔵座敷全室（北側庭園を含む。）及び東側庭園 ８９０円 １，０６０円

備考 利用者が、その利用に関し、入場者から入場料を徴収する場合（名称を問わず、

入場者から入場の対価を徴することをいう。）の使用料は、この表に定める使用料

の２倍の額とする。

附 則

（施行期日）

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例による改正後の別表の規定は、この条例の施行の日以後の利用の許可に係る

使用料について適用し、同日前の利用の許可に係る使用料については、なお従前の例に

よる。

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１５５号

白河市斎場条例の一部を改正する条例

白河市斎場条例（平成１７年白河市条例第９９号）の一部を次のように改正する。

第６条第２項を削る。

第６条第３項中「第１項」を「前項」に改め、同項を同条第２項とする。

別表を次のように改める。

別表（第６条関係）

区分 単位
本市及び関係団体の 本市及び関係団体の

住民の使用料 住民以外の使用料

火葬炉 １２歳以上 １体 ２５，０００円 ５０，０００円

１２歳未満 １体 １７，５００円 ３５，０００円

死産児 １胎 １２，５００円 ２５，０００円

胞衣産汚物 １胎 １，０００円 ２，０００円

人体の一部 １２，５００円 ２５，０００円

霊安室 １回 ２，７５０円 ５，５００円

（２４時間以内）

附 則

（施行期日）

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例による改正後の別表の規定は、この条例の施行の日以後の利用の許可に係る

使用料について適用し、同日前の利用の許可に係る使用料については、なお従前の例に

よる。

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１５６号

白河市霊園条例の一部を改正する条例

白河市霊園条例（平成１７年白河市条例第１００号）の一部を次のように改正する。

第７条第２項を次のように改める。

２ 墓所の区画は、次のとおりとする。

名称 １区画の面積

白河市羅漢山霊園 おおむね４平方メートル、６平方メートル及び

１０平方メートル

白河市大信青山墓地 ６平方メートル

白河市東霊園 ５平方メートル

第８条及び第９条を次のように改める。

（使用料）

第８条 墓所の使用料は、１平方メートル当たり５０，０００円とし、角地を利用する場

合は、１０パーセント増した額とする。

２ 前項の規定にかかわらず、市外に住所を有する者が利用する場合の使用料は、前項に

規定する使用料の５０パーセント増した額とする。

３ 使用料は、利用の許可をする際に徴収するものとする。

（管理手数料）

第９条 利用者は、環境の整備（各自が使用している墓所を除く。）その他維持管理に要

する費用として、１区画につき２，４２０円の管理手数料を毎年度納入しなければなら

ない。

２ 年度の中途において利用の許可を受けた者のその年度の管理手数料は、次の各号に掲

げる利用の許可を受けた日の区分に応じて当該各号に定めるものとする。

(1) ６月３０日まで ２，４２０円

(2) ７月１日から９月３０日まで １，８１０円

(3) １０月１日から１２月３１日まで １，２１０円

(4) １月１日から３月３１日まで ６００円

第１１条中「墓所の利用者」を「利用者」に改める。

別表第１から別表第３までを削る。

附 則

（施行期日）

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例による改正後の白河市霊園条例（以下「改正後の条例」という。）第８条の

規定は、この条例の施行の日（以下「施行日」という。）以後の利用の許可に係る使用

料について適用し、施行日前の利用の許可に係る使用料については、なお従前の例によ

る。



- 58 -

３ 改正後の条例第９条の規定は、施行日以後の利用に係る管理手数料について適用し、

施行日前の利用に係る管理手数料については、なお従前の例による。

４ 前項の規定にかかわらず、この条例による改正前の別表第３の備考１及び備考２の規

定に基づき永代管理手数料を納入した者については、施行日以後新たに管理手数料を徴

収しないものとする。

５ 第３項の規定にかかわらず、施行日前より白河市東霊園を利用している者における改

正後の条例第９条の規定は、最後に管理手数料を納入した日から起算して１０年を経過

した日の翌年度以後に納入する管理手数料について適用する。

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１５７号

白河市ゴルフ場条例の一部を改正する条例

白河市ゴルフ場条例（平成１７年白河市条例第１３０号）の一部を次のように改正する。

別表の１の表中備考以外の部分を次のように改める。

１ ゴルフコース（１名につき１８ホールまでの場合）

区分 使用料

セルフ ３・４バック 休日 １１，０００円

平日 ８，０００円

２バック 休日 １３，０００円

平日 ９，０００円

キャディ付き ４バック 休日 １５，０００円

平日 １２，０００円

３バック 休日 １６，０００円

平日 １３，０００円

２バック 休日 １８，０００円

平日 １５，０００円

別表の１の表備考２中「２，５７０円」を「３，０００円」に、「３，６００円」を「４，

０００円」に改める。

別表の３の表中備考以外の部分を次のように改める。

３ 宿泊施設（１泊１部屋１人当たり）

区分 使用料

Ａタイプ １名で利用 １０，０００円

２名で利用 ６，０００円

Ｂタイプ ３名～６名で利用 ６，０００円

別表の３の表備考１中「一般的なツインルームであり、エキストラベッドを搬入するこ

とにより、３名が利用可能な形態をいう」を「ツインルームである」に改め、同表備考２

中「４名から７名」を「大部屋であり、３名から６名」に改める。

附 則

（施行期日）

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例による改正後の別表の規定は、この条例の施行の日以後の利用の許可に係る

使用料又は利用料金について適用し、同日前の利用の許可に係る使用料又は利用料金に

ついては、なお従前の例による。

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１５８号

白河市会計年度任用職員制度の導入に伴う関係条例の整理

に関する条例

（白河市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正）

第１条 白河市一般職の任期付職員の採用等に関する条例（平成２６年白河市条例第６４

号）の一部を次のように改正する。

第８条第４項中「、第１８条並びに第２９条第１項」を「並びに第１８条」に改め、

「、給与条例第２９条第１項中「再任用短時間勤務職員」とあるのは「再任用短時間勤

務職員及び任期付短時間勤務職員」と」を削る。

（白河市公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部改正）

第２条 白河市公益的法人等への職員の派遣等に関する条例（平成１７年白河市条例第２

６号）の一部を次のように改正する。

第２条第２項第３号中「第２２条第１項」を「第２２条」に改める。

（白河市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部改正）

第３条 白河市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例（平成１８年白河市条例第２

号）の一部を次のように改正する。

第３条中「占める職員」の次に「及び同法第２２条の２第１項第２号に掲げる職員」

を加える。

（白河市職員の分限の手続及び効果に関する条例の一部改正）

第４条 白河市職員の分限の手続及び効果に関する条例（平成１７年白河市条例第２７号）

の一部を次のように改正する。

第４条に次の１項を加える。

５ 法第２２条の２第１項に規定する会計年度任用職員に対する第１項の規定の適用に

ついては、同項中「３年を超えない範囲内」とあるのは「法第２２条の２第１項及び

第２項の規定に基づき任命権者が定める任期の範囲内」と、「３年に満たない場合」

とあるのは「任命権者が定める任期に満たない場合」とする。

（白河市職員の懲戒の手続及び効果に関する条例の一部改正）

第５条 白河市職員の懲戒の手続及び効果に関する条例（平成１７年白河市条例第２８号）

の一部を次のように改正する。

第１条中「第２６１号」の次に「。以下「法」という。」を加える。

第３条中「給料額」の次に「（法第２２条の２第１項第１号に掲げる職員については、

報酬の額（白河市職員の給与に関する条例（平成１７年白河市条例第４５号）第１２条

に規定する通勤手当に相当する額、同条例第１５条に規定する超過勤務手当に相当する

額及び同条例第１６条に規定する休日給に相当する額を除く。））」を加える。

（白河市職員の育児休業等に関する条例の一部改正）

第６条 白河市職員の育児休業等に関する条例（平成１７年白河市条例第３３号）の一部

を次のように改正する。
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第１７条の表中「並びに第２９条第１項」を削る。

附 則

この条例は、令和２年４月１日から施行する。

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１５９号

白河市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に

関する条例の一部を改正する条例

白河市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例（平成１７年白河

市条例第３９号）の一部を次のように改正する。

別表家庭児童相談員の項、社会教育指導員の項、障害児保育指導員の項、老人施設入所

判定員の項、高齢者相談員の項及び教育事務評価検証委員の項を削る。

附 則

（施行期日）

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。

（白河市行政連絡員の報酬に関する条例の廃止）

２ 白河市行政連絡員の報酬に関する条例（平成１７年白河市条例第４０号）は、廃止す

る。

（白河市交通教育専門員設置条例の一部改正）

３ 白河市交通教育専門員設置条例（平成１７年白河市条例第９５号）の一部を次のよう

に改正する。

第２条を削り、第３条を第２条とし、第４条を第３条とする。

（白河市少年センター条例の一部改正）

４ 白河市少年センター条例（平成１７年白河市条例第１６０号）の一部を次のように改

正する。

第５条第２項を削る。

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１６０号

白河市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例

目次

第１章 総則（第１条―第３条）

第２章 フルタイム会計年度任用職員の給与（第４条―第１４条）

第３章 パートタイム会計年度任用職員の給与（第１５条―第２２条）

第４章 パートタイム会計年度任用職員の費用弁償（第２３条・第２４条）

第５章 雑則（第２５条―第２９条）

附則

第１章 総則

（趣旨）

第１条 この条例は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２０３条の２第５項、第

２０４条第３項及び地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号。以下「法」という。）

第２４条第５項の規定に基づき、法第２２条の２第１項に規定する会計年度任用職員（以

下「会計年度任用職員」という。）の給与及び費用弁償に関し必要な事項を定めるもの

とする。

（定義）

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところに

よる。

(1) フルタイム会計年度任用職員 法第２２条の２第１項第２号に掲げる職員をいう。

(2) パートタイム会計年度任用職員 法第２２条の２第１項第１号に掲げる職員をい

う。

（会計年度任用職員の給与）

第３条 この条例において「給与」とは、フルタイム会計年度任用職員にあっては、給料、

通勤手当、超過勤務手当、休日給及び期末手当をいい、パートタイム会計年度任用職員

にあっては、報酬及び期末手当をいう。

２ 公務について生じた費用の弁償は、給与に含まれないものとする。

第２章 フルタイム会計年度任用職員の給与

（給料）

第４条 フルタイム会計年度任用職員の給料は、別表第１のとおりとする。

２ 前項の規定は、すべてのフルタイム会計年度任用職員に適用するものとする。

（職務の級）

第５条 フルタイム会計年度任用職員の職務は、その職務の複雑、困難及び責任の程度に

基づいて別表第１に定める職務の級に分類するものとし、その分類の基準となるべき職

務の内容は、別表第２の等級別基準職務表のとおりとする。

２ フルタイム会計年度任用職員の職務の級は、前項の等級別基準職務表に従い任命権者

が決定する。
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（号給）

第６条 フルタイム会計年度任用職員となった者の号給は、規則で定める基準に従い任命

権者が決定する。

（給料の支給方法）

第７条 白河市職員の給与に関する条例（平成１７年白河市条例第４５号。以下「給与条

例」という。）第６条及び第７条の規定は、フルタイム会計年度任用職員について準用

する。

（通勤手当）

第８条 給与条例第１２条の規定は、フルタイム会計年度任用職員について準用する。

（超過勤務手当）

第９条 給与条例第１５条第１項、第３項及び第５項の規定は、フルタイム会計年度任用

職員について準用する。

（休日給）

第１０条 給与条例第１６条の規定は、フルタイム会計年度任用職員について準用する。

（給与の端数計算）

第１１条 給与条例第１９条第１項の規定は、第１４条に規定する勤務１時間当たりの給

与額を算出する場合において準用する。

２ 給与条例第１９条第２項の規定は、第９条及び前条の規定により勤務１時間につき支

給する超過勤務手当及び休日給の額を算出する場合において準用する。

（期末手当）

第１２条 給与条例第２１条（第１項後段を除く。）から第２１条の３までの規定は、任

期が６月以上のフルタイム会計年度任用職員について準用する。

２ 任期が６月に満たないフルタイム会計年度任用職員の１会計年度内における会計年度

任用職員としての任期の合計が６月以上に至ったときは、当該フルタイム会計年度任用

職員は、当該会計年度において、前項に規定する任期が６月以上のフルタイム会計年度

任用職員とみなす。

３ ６月に期末手当を支給する場合において、前会計年度の末日まで会計年度任用職員と

して任用され、同日の翌日にフルタイム会計年度任用職員として任用された者の任期（６

月未満のものに限る。）と前会計年度における任期（前会計年度の末日を含む期間の任

用に係るものに限る。）との合計が６月以上に至ったときは、第１項の任期が６月以上

のフルタイム会計年度任用職員とみなす。

（勤務１時間当たりの給与額）

第１３条 第９条の規定により準用する給与条例第１５条及び第１０条の規定により準用

する給与条例第１６条に規定する勤務１時間当たりの給与額は、給料の月額に１２を乗

じ、その額を当該フルタイム会計年度任用職員について定められた１週間当たりの勤務

時間に５２を乗じたものから規則で定める時間を減じたもので除して得た額とする。

２ 次条に規定する勤務１時間当たりの給与額は、給料の月額に１２を乗じ、その額を当

該フルタイム会計年度任用職員について定められた１時間当たりの勤務時間に５２を乗

じたもので除して得た額とする。

（給与の減額）
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第１４条 フルタイム会計年度任用職員が定められた勤務時間中に勤務しないときは、国

民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）による休日（以下「祝日法による

休日」という。）（代休日を指定されて、当該休日に割り振られた勤務時間の全部を勤

務したフルタイム会計年度任用職員にあっては、当該休日に代わる代休日。以下「祝日

法による休日等」という。）又は１２月２９日から翌年の１月３日までの日（祝日法に

よる休日を除く。）（代休日を指定されて、当該休日に割り振られた勤務時間の全部を

勤務したフルタイム会計年度任用職員にあっては、当該休日に代わる代休日。以下「年

末年始の休日等」という。）である場合、有給の休暇による場合その他任命権者が定め

る場合を除き、その勤務しない全時間について１時間につき、前条第２項に規定する勤

務１時間当たりの給与額を減額する。

第３章 パートタイム会計年度任用職員の給与

（報酬）

第１５条 月額で報酬を定めるパートタイム会計年度任用職員の報酬の額は、基準月額に、

当該パートタイム会計年度任用職員について定められた１週間当たりの勤務時間を白河

市職員の勤務時間、休暇等に関する条例（平成１７年白河市条例第３１号。以下「勤務

時間条例」という。）第２条第１項に規定する勤務時間で除して得た数を乗じて得た額

（１円未満の端数があるときは、その端数を切り捨てた額。以下この条において同じ。）

とする。

２ 日額で報酬を定めるパートタイム会計年度任用職員の報酬の額は、勤務１日につき基

準月額を２１で除して得た額に、当該パートタイム会計年度任用職員について定められ

た１日当たりの勤務時間を７．７５で除して得た数を乗じて得た額とする。

３ 時間額で報酬を定めるパートタイム会計年度任用職員の報酬の額は、勤務１時間につ

き基準月額を１６２．７５で除して得た額とする。

４ 前３項の「基準月額」とは、これらの規定に規定するパートタイム会計年度任用職員

の１週間当たりの通常の勤務時間が勤務時間条例第２条第１項に規定する勤務時間と同

一であるとした場合に、その者の職務の内容及び責任、職務遂行上必要となる知識、技

術及び職務経験等に照らして第４条から第６条までの規定を適用して得た額とする。

（超過勤務に係る報酬）

第１６条 当該パートタイム会計年度任用職員について定められた勤務時間（以下「正規

の勤務時間」という。）以外の時間に勤務することを命ぜられたパートタイム会計年度

任用職員に対して、その正規の勤務時間以外の時間に勤務した全時間について、超過勤

務に係る報酬を支給する。

２ 前項に規定する報酬の額は、勤務１時間につき、第２１条に規定する勤務１時間当た

りの報酬額に正規の勤務時間以外の時間に勤務をした次に掲げる勤務の区分に応じてそ

れぞれ１００分の１２５から１００分の１５０までの範囲内で規則で定める割合（その

勤務が午後１０時から翌日の午前５時までの間である場合は、その割合に１００分の２

５を加算した割合）を乗じて得た額を超過勤務に係る報酬として支給する。ただし、パ

ートタイム会計年度任用職員が第１号に掲げる勤務で正規の勤務時間以外の時間に勤務

をしたもののうち、その勤務の時間とその勤務をした日における正規の勤務時間との合

計が７時間４５分に達するまでの間の勤務にあっては、同条に規定する勤務１時間当た
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りの報酬額に１００分の１００（その勤務が午後１０時から翌日の午前５時までの間で

ある場合は、１００分の１２５）を乗じて得た額とする。

(1) 正規の勤務時間が割り振られた日（次条の規定により休日勤務に係る報酬が支給

されることとなる日を除く。）における勤務

(2) 前号に掲げる勤務以外の勤務

３ 前２項の規定にかかわらず、週休日の振替により、あらかじめ割り振られた１週間の

正規の勤務時間（以下この項において「割振り変更前の正規の勤務時間」という。）を

超えて勤務することを命ぜられたパートタイム会計年度任用職員には、割振り変更前の

正規の勤務時間を超えて勤務した全時間（次条の規定により休日勤務にかかる報酬が支

給されることとなる時間を除く。）に対して、勤務１時間につき、第２１条に規定する

勤務１時間当たりの報酬額に１００分の２５から１００分の５０までの範囲内で規則で

定める割合を乗じて得た額を超過勤務に係る報酬として支給する。ただし、パートタイ

ム会計年度任用職員が割振り変更前の正規の勤務時間を超えて勤務をしたもののうち、

その勤務の時間と割振り変更前の正規の勤務時間との合計が３８時間４５分に達するま

での間の勤務については、この限りではない。

４ 次の各号に掲げる時間の合計が１月について６０時間を超えたパートタイム会計年度

任用職員には、その６０時間を超えて勤務した全時間に対して、前各項の規定にかかわ

らず、勤務１時間につき、第２１条に規定する勤務１時間当たりの報酬額に、次の各号

に掲げる時間の区分に応じて、当該各号の定める割合を乗じて得た額を超過勤務に係る

報酬として支給する。

(1) 第１項の勤務時間 １００分の１５０（その時間が午後１０時から翌日の午前５

時までの間にある場合は、１００分の１７５）

(2) 前項の勤務（同項ただし書の勤務を除く。）の時間（次条の規定により休日勤務

に係る報酬が支給されることとなる時間を除く。） １００分の５０

（休日勤務に係る報酬）

第１７条 祝日法による休日等及び年末年始の休日等において、正規の勤務時間中に勤務

することを命ぜられたパートタイム会計年度任用職員には、その正規の勤務時間中に勤

務した全時間に対して、休日勤務に係る報酬を支給する。

２ 前項に規定する報酬の額は、勤務１時間につき、第２１条に規定する勤務１時間当た

りの報酬額に１００分の１２５から１００分の１５０までの範囲内で規則で定める割合

を乗じて得た額とする。

３ 第１項の規定にかかわらず、休日に勤務することを命ぜられた勤務時間に相当する時

間を、他の日に勤務させないこととされたパートタイム会計年度任用職員の、その休日

の勤務に対しては、同項に規定する報酬を支給しない。

（報酬の端数計算）

第１８条 給与条例第１９条第１項の規定は、第２２条各項に規定する勤務１時間当たり

の報酬額を算出する場合において準用する。

２ 給与条例第１９条第２項の規定は、第１６条及び第１７条に規定する勤務１時間当た

りの報酬額を算出する場合において準用する。

（期末手当）
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第１９条 給与条例第２１条（第１項後段を除く。）から第２１条の３までの規定は、任

期が６月以上のパートタイム会計年度任用職員（１週間当たりの勤務時間が１５時間３

０分に満たない者を除く。以下この条において同じ。）について準用する。ただし、給

与条例第２１条第２項の規定は、その１週間当たりの勤務時間が１５時間３０分以上で

あり、かつ、３１時間以下の者にあっては、同条例第２１条第３項に定める再任用職員

の適用の例による。

２ 前項の場合において、給与条例第２１条第４項中「それぞれその基準日現在（退職し、

又は死亡した職員にあっては、退職し、又は死亡した日現在。附則第１１項第２号にお

いて同じ。）において職員が受けるべき給料及び扶養手当の月額の合計額」とあるのは、

「それぞれその基準日（退職し、又は死亡した職員にあっては、退職し、又は死亡した

日）以前６月以内のパートタイム会計年度任用職員としての在職期間における報酬（フ

ルタイム会計年度任用職員との権衡を考慮して規則で定める額を除く。）の１月当たり

の平均額」と読み替えるものとする。

３ 任期が６月に満たないパートタイム会計年度任用職員の１会計年度内における会計年

度任用職員としての任期の合計が６月以上に至ったときは、当該パートタイム会計年度

任用職員は、当該会計年度において、前項に規定する任期が６月以上のパートタイム会

計年度任用職員とみなす。

４ ６月に期末手当を支給する場合において、前会計年度の末日まで会計年度任用職員と

して任用され、同日の翌日にパートタイム会計年度任用職員として任用された者の任期

（６月未満のものに限る。）と前会計年度における任期（前会計年度の末日を含む期間

の任用に係るものに限る。）との合計が６月以上に至ったときは、第１項の任期が６月

以上のパートタイム会計年度任用職員とみなす。

（報酬の支給方法）

第２０条 報酬は、月の１日から末日までを計算期間とし、規則で定める期日に支給する。

２ 日額又は時間額により報酬が定められたパートタイム会計年度任用職員に対しては、

その者の勤務日数又は勤務時間に応じて報酬を支給する。

３ 月額により報酬が定められたパートタイム会計年度任用職員に対しては、当該職員と

なった日から退職した日までの報酬を支給する。ただし、死亡により退職した場合は、

その月の末日までの報酬を支給する。

４ 前項の規定により報酬を支給する場合であって、月の１日から支給するとき以外のと

き、又は月の末日まで支給する以外のときは、その報酬額は、その月の現日数から当該

パートタイム会計年度任用職員について定められた週休日の日数を差し引いた日数を基

礎として日割によって計算する。

（勤務１時間当たりの報酬額）

第２１条 第１６条及び第１７条に規定する勤務１時間当たりの報酬額は、次の各号に掲

げる報酬の区分に応じ、当該各号に定める額とする。

(1) 月額による報酬 第１５条第１項の規定により計算して得た額に１２を乗じて得

た額を当該パートタイム会計年度任用職員について定められた１週間当たりの勤務時

間に５２を乗じたものから規則で定める時間を減じたもので除して得た額

(2) 日額による報酬 第１５条第２項の規定により計算して得た額を当該パートタイ
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ム会計年度任用職員について定められた１日当たりの勤務時間で除して得た額

(3) 時間額による報酬 第１５条第３項の規定により計算して得た額

２ 次条に規定する勤務１時間当たりの報酬額は、次の各号に掲げる報酬の区分に応じ、

当該各号に定める額とする。

(1) 月額による報酬 第１５条第１項の規定により計算して得た額に１２を乗じて得

た額を当該パートタイム会計年度任用職員について定められた１週間当たりの勤務時

間に５２を乗じたもので除して得た額

(2) 日額による報酬 前項第２号の規定により計算して得た額

(3) 時間額による報酬 前項第３号の規定により計算して得た額

（報酬の減額）

第２２条 月額により報酬を定められているパートタイム会計年度任用職員が正規の勤務

時間中に勤務しないときは、祝日法による休日等又は年末年始の休日等である場合、有

給の休暇による場合その他任命権者が定める場合を除き、その勤務しない１時間につき、

前条第２項第１号に規定する勤務１時間当たりの報酬額を減額する。

２ 日額により報酬を定められているパートタイム会計年度任用職員が正規の勤務時間中

に勤務しないときは、祝日法による休日等又は年末年始の休日等である場合、有給の休

暇による場合その他任命権者が定める場合を除き、その勤務しない１時間につき、前条

第２項第２号に規定する勤務１時間当たりの報酬額を減額する。

第４章 パートタイム会計年度任用職員の費用弁償

（通勤に係る費用弁償）

第２３条 パートタイム会計年度任用職員が給与条例第１２条第１項各号に定める通勤手

当の支給要件に該当するときは、通勤に係る費用弁償を支給する。

２ 通勤に係る費用弁償の支給については、給与条例第１２条の規定により支給する通勤

手当の例による。この場合において、その支給する額は、１月当たりの通勤回数を考慮

して規則で定めるものとする。

（公務のための旅行に係る費用弁償）

第２４条 パートタイム会計年度任用職員が公務のための旅行に係る費用を負担するとき

は、その旅行に係る費用弁償を支給する。

２ 旅行に係る費用弁償の額は、白河市職員等の旅費に関する条例（平成１７年白河市条

例第４８号）の例による。

第５章 雑則

（フルタイム会計年度任用職員の給与からの控除）

第２５条 法第２５条第２項の規定により、フルタイム会計年度任用職員に支給すべき給

与から控除することができるものは、次のとおりとする。

(1) 法第５３条の規定により登録を受けた職員団体がその運営のためフルタイム会計

年度任用職員から徴収する経費

(2) 前号の職員団体がその構成員のために行う福利厚生事業に係る経費

(3) 福島県市町村職員共済組合の貸付金の償還金及び貯金積立金

（休職者の給与）

第２６条 休職期間中の会計年度任用職員には、いかなる給与も支給しない。
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（会計年度技能労務職員の給与の種類、基準、支給方法等）

第２７条 会計年度技能労務職員の給与の種類については、会計年度任用職員に準ずるも

のとし、その給与の基準及び支給方法等については、法第５７条に規定する単純な労務

に雇用される者との権衡、その職務の特殊性等を考慮して規則で定める。

（任命権者が特に必要と認める会計年度任用職員の給与）

第２８条 この条例の規定にかかわらず、職務の特殊性等を考慮し任命権者が特に必要と

認める会計年度任用職員の給与については、常勤の職員との権衡及びその職務の特殊性

等を考慮し、任命権者が別に定めるものとする。

（委任）

第２９条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。

附 則

（施行期日）

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。

（準備行為）

２ 会計年度任用職員の募集その他の行為は、この条例の施行前においても行うことがで

きる。

（期末手当の経過措置）

３ 第１２条第１項及び第１９条第１項の規定により準用する給与条例第２１条第２項の

規定の適用については、令和２年４月１日から令和３年３月３１日までの間、同項中「１

００分の１２７．５」とあるのは、「１００分の１００」とする。

（令和２年６月に支給する期末手当に係る在職期間の特例）

４ この条例の施行の日の前日において、白河市嘱託職員の雇用に関する規程（平成１７

年白河市訓令第１８号）及び白河市教育委員会嘱託職員の雇用に関する規程（平成１７

年白河市教育委員会訓令第８号）に規定する嘱託職員として任用されていた者に係る令

和元年１２月２日以後当該日まで引き続いた当該職としての在職期間については、第１

２条第１項及び第１９条第１項の規定により準用する給与条例第２１条第２項に規定す

る在職期間に通算するものとする。

（白河市職員の給与に関する条例の一部改正）

５ 白河市職員の給与に関する条例（平成１７年白河市条例第４５号）の一部を次のよう

に改正する。

第２９条を次のように改める。

（非常勤職員の給与）

第２９条 この条例に定めるもののほか、常勤を要しない職員の給与については、別に

条例で定める。

（白河市職員の退職手当支給に関する条例の一部改正）

６ 白河市職員の退職手当支給に関する条例（平成１７年白河市条例第４７号）の一部を

次のように改正する。

第２条中「採用された者を除く。）」の次に「及び白河市会計年度任用職員の給与及

び費用弁償に関する条例（令和元年白河市条例第 号）第２条第１号に掲げるフルタイ

ム会計年度任用職員」を加える。
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（白河市消費生活センター条例の一部改正）

７ 白河市消費生活センター条例（平成２９年白河市条例第２号）の一部を次のように改

正する。

第６条第２項中「第３条第３項第３号に規定する特別職の非常勤の」を「第２２条の

２第１項に掲げる」に改める。

第７条から第１０条までを削り、第１１条を第７条とし、第１２条から第１４条まで

を４条ずつ繰り上げる。

別表第１（第４条関係）

職務の級 １級 ２級

号給 給料月額 給料月額

１ １４９，３００ １９９，９００

２ １５０，４００ ２０１，７００

３ １５１，６００ ２０３，５００

４ １５２，７００ ２０５，２００

５ １５３，９００ ２０６，８００

６ １５５，１００ ２０８，６００

７ １５６，２００ ２１０，２００

８ １５７，３００ ２１１，９００

９ １５８，４００ ２１３，５００

１０ １５９，７００ ２１５，３００

１１ １６１，０００ ２１７，０００

１２ １６２，４００ ２１８，８００

１３ １６３，８００ ２２０，３００

１４ １６５，３００ ２２２，２００

１５ １６６，７００ ２２３，９００

１６ １６８，３００ ２２５，６００

１７ １６９，７００ ２２７，４００

１８ １７１，２００ ２２９，１００

１９ １７２，７００ ２３０，８００

２０ １７４，２００ ２３２，４００

２１ １７５，７００ ２３３，９００

２２ １７８，３００ ２３５，５００

２３ １８０，９００ ２３７，１００

２４ １８３，６００ ２３８，６００

２５ １８６，５００ ２４０，１００

２６ １８８，１００ ２４１，７００

２７ １８９，９００ ２４３，１００

２８ １９１，６００ ２４４，３００

２９ １９３，１００ ２４５，５００

３０ １９４，８００ ２４６，６００
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３１ １９６，６００ ２４７，８００

３２ １９８，１００ ２４９，０００

３３ １９９，８００ ２５０，３００

３４ ２０１，３００ ２５１，６００

３５ ２０２，７００ ２５２，８００

３６ ２０４，０００ ２５３，９００

３７ ２０５，３００ ２５４，８００

３８ ２０６，７００ ２５６，３００

３９ ２０７，８００ ２５７，７００

４０ ２０９，０００ ２５９，１００

４１ ２１０，５００ ２６０，４００

４２ ２１１，７００ ２６１，８００

４３ ２１３，０００ ２６３，２００

４４ ２１４，３００ ２６４，５００

４５ ２１５，４００ ２６５，５００

４６ ２１６，７００ ２６６，９００

４７ ２１８，０００ ２６８，３００

４８ ２１９，３００ ２６９，５００

４９ ２２０，５００ ２７０，６００

５０ ２２１，６００ ２７１，８００

５１ ２２２，６００ ２７３，０００

５２ ２２３，８００ ２７４，３００

５３ ２２４，９００ ２７５，４００

５４ ２２５，９００ ２７６，６００

５５ ２２６，７００ ２７７，９００

５６ ２２７，６００ ２７９，２００

５７ ２２８，４００ ２８０，３００

５８ ２２９，３００ ２８１，４００

５９ ２３０，１００ ２８２，５００

６０ ２３０，９００ ２８３，５００

６１ ２３１，５００ ２８４，５００

６２ ２３２，４００ ２８５，５００

６３ ２３３，３００ ２８６，５００

６４ ２３４，２００ ２８７，５００

６５ ２３５，０００ ２８８，３００

６６ ２３５，９００ ２８９，２００

６７ ２３６，７００ ２９０，１００

６８ ２３７，５００ ２９１，０００

６９ ２３８，１００ ２９１，７００

７０ ２３８，９００ ２９２，４００
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７１ ２３９，６００ ２９３，２００

７２ ２４０，２００ ２９４，１００

７３ ２４０，９００ ２９５，０００

７４ ２４１，６００ ２９５，５００

７５ ２４２，３００ ２９５，９００

７６ ２４２，９００ ２９６，３００

７７ ２４３，４００ ２９６，５００

７８ ２４４，１００ ２９６，９００

７９ ２４４，９００ ２９７，３００

８０ ２４５，５００ ２９７，６００

８１ ２４６，１００ ２９７，８００

８２ ２４６，８００ ２９８，１００

８３ ２４７，５００ ２９８，４００

８４ ２４８，２００ ２９８，７００

８５ ２４８，８００ ２９９，０００

８６ ２４９，５００ ２９９，３００

８７ ２５０，２００ ２９９，６００

８８ ２５０，９００ ３００，０００

８９ ２５１，６００ ３００，３００

９０ ２５２，１００ ３００，６００

９１ ２５２，５００ ３０１，０００

９２ ２５３，０００ ３０１，３００

９３ ２５３，３００ ３０１，５００

９４ ３０１，８００

９５ ３０２，２００

９６ ３０２，６００

９７ ３０２，８００

９８ ３０３，１００

９９ ３０３，４００

１００ ３０３，８００

１０１ ３０４，０００

１０２ ３０４，４００

１０３ ３０４，８００

１０４ ３０５，１００

１０５ ３０５，３００

１０６ ３０５，６００

１０７ ３０６，０００

１０８ ３０６，３００

１０９ ３０６，５００

１１０ ３０６，９００
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１１１ ３０７，３００

１１２ ３０７，６００

１１３ ３０７，７００

１１４ ３０８，１００

１１５ ３０８，３００

１１６ ３０８，７００

１１７ ３０８，９００

１１８ ３０９，１００

１１９ ３０９，４００

１２０ ３０９，６００

１２１ ３０９，９００

１２２ ３１０，２００

１２３ ３１０，５００

１２４ ３１０，８００

１２５ ３１１，１００

別表第２（第５条関係）

等級別基準職務表

職務の級 基準となる職務

１級 ２級の職務以外の職務

２級 主任の職務

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１６１号

白河市手話言語条例

手話は、音声言語である日本語と異なり、手指や体の動き、表情などを使って視覚的に

表現する言語です。

ろう者は、物事を考え、互いの気持ちを理解し合うために、また、知識を蓄え、文化を

創造するために必要な言語として、手話を大切に育み、受け継いできました。しかし、こ

れまで手話が言語として認められてこなかったことや、手話を自由に使用する環境が整え

られてこなかったことなどから、ろう者は不便や不安を感じながら生活してきました。

こうした中、障害者の権利に関する条約や障害者基本法において、手話は言語として位

置付けられ、手話を広く普及し、手話による意思疎通をしやすい環境を整備することが求

められています。

このため、私たちは、手話が言語であるとの認識に基づき、手話に対する理解を深め、

ろう者が手話をしやすい環境づくりを推進することにより、互いが支え合いながら安心し

て暮らすことができる社会を目指し、この条例を制定します。

（目的）

第１条 この条例は、手話が言語であるとの認識に基づき、手話に対する理解の促進及び

手話の普及（以下「手話の普及等」という。）に関して基本理念を定め、市の責務及び

市民、事業者、ろう者等の役割を明らかにするとともに、市が推進する施策の基本的事

項を定めることにより、全ての市民が共に生きる地域社会を実現することを目的とする。

（定義）

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定める

ところによる。

(1) ろう者 聴覚障がい者のうち、手話を言語として日常生活又は社会生活を営む者

をいう。

(2) 事業者 市内において営利又は非営利を問わず事業を行う個人、法人その他の団

体をいう。

（基本理念）

第３条 手話の普及等は、ろう者が手話により意思疎通を図る権利を有しており、その権

利を尊重することを基本として、行われなければならない。

（市の責務）

第４条 市は、前条に規定する基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、ろう

者が手話を使用しやすい環境を整備するため、必要な施策を推進するものとする。

（市民の役割）

第５条 市民は、基本理念に対する理解を深め、市が推進する施策に協力するよう努める

ものとする。

（事業者の役割）

第６条 事業者は、基本理念に対する理解を深めるとともに、ろう者が利用しやすいサー

ビスの提供及び働きやすい環境の整備に努めるものとする。
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（ろう者等の役割）

第７条 ろう者、ろう者の団体、手話通訳者及び手話奉仕員は、市民の手話の普及等に努

めるものとする。

（施策の推進）

第８条 市は、次に掲げる施策を総合的かつ計画的に推進するものとする。

(1) 手話の普及等に関する施策

(2) 手話による情報の発信及び情報の取得に関する施策

(3) 手話による意思疎通の支援に関する施策

(4) 手話通訳者の養成及び手話通訳環境の充実に関する施策

(5) 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める施策

（手話を学ぶ機会の確保）

第９条 市は、ろう者、ろう者の団体、手話通訳者、手話奉仕員及び手話を使用すること

ができる者と協力して、市民が手話を学ぶ機会の確保を図るものとする。

（学校における手話の普及等）

第１０条 市は、学校教育における手話の普及等を図るために、児童、生徒及び教職員が

手話を学ぶ機会を提供する等必要な措置を講ずるよう努めるものとする。

（医療機関における手話の普及等）

第１１条 医療機関の開設者は、ろう者が手話を使用しやすい環境を整備するために、必

要な措置を講ずるよう努めるものとする。

２ 市は、医療機関において、ろう者が手話を使用しやすい環境となるよう、手話通訳者

を派遣する制度の周知等必要な措置を講ずるよう努めるものとする。

（事業者への支援）

第１２条 市は、ろう者が手話を使用しやすい環境を整備するために事業者が行う取組に

対して、必要な支援を講ずるよう努めるものとする。

（災害時の対応）

第１３条 市は、災害時において、ろう者に対し、情報の取得及び意思疎通の支援に必要

な措置を講ずるものとする。

（財政上の措置）

第１４条 市は、手話に関する施策を推進するため、必要な財政上の措置を講ずるよう努

めるものとする。

（その他の意思疎通支援の推進）

第１５条 市は、聴覚障がいの特性に応じ、手話のほか要約筆記の活用等により、意思疎

通の支援に必要な措置を講ずるよう努めるものとする。

（委任）

第１６条 この条例の施行に関し必要な事項は、市長が別に定める。

附 則

この条例は、公布の日から施行する。

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１６２号

白河市水道事業及び工業用水道事業の設置等に関する条例

の一部を改正する条例

白河市水道事業及び工業用水道事業の設置等に関する条例（平成１７年白河市条例第１

８３号）の一部を次のように改正する。

第６条中「第２４３条の２第４項」を「第２４３条の２の２第８項」に改める。

附 則

この条例は、令和２年４月１日から施行する。

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１６３号

白河市下水道事業の設置等に関する条例

（設置）

第１条 市民の環境衛生の向上を図るとともに、公共用水域の水質の保全に資するため、

下水道事業として、公共下水道事業、農業集落排水事業及び特定地域生活排水処理事業

を設置する。

（法の財務規定等の適用）

第２条 地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号。以下「法」という。）第２条第３

項及び地方公営企業法施行令（昭和２７年政令第４０３号）第１条第２項の規定により、

下水道事業に法第２条第２項に規定する財務規定等を適用する。

（経営の基本）

第３条 下水道事業は、常に企業の経済性を発揮するとともに、公共の福祉を増進するよ

うに運営されなければならない。

２ 下水道事業の経営規模は、次のとおりとする。

(1) 公共下水道事業の経営規模 下水道法（昭和３３年法律第７９号）第４条第１項

の規定により認可を受けた事業計画において定める処理区域、管渠、処理施設及び計
き ょ

画処理人口

(2) 農業集落排水事業の経営規模 白河市農業集落排水施設条例（平成１７年白河市

条例第１５０号）第３条に規定する排水施設及び当該処理区域

(3) 特定地域生活排水処理事業の経営規模 白河市特定地域生活排水処理施設条例

（平成１７年白河市条例第１５１号）第３条に規定する整備対象区域

（重要な資産の取得及び処分）

第４条 法第３３条第２項の規定により、予算で定めなければならない下水道事業の用に

供する資産の取得及び処分は、予定価格（適正な対価を得てする売払い以外の方法によ

る譲渡にあっては、その適正な見積価額）が２，０００万円以上の不動産若しくは動産

の買入れ若しくは譲渡（不動産の信託の場合を除き、土地については、１件５，０００

平方メートル以上のものに係るものに限る。）又は不動産の信託の受益権の買入れ若し

くは譲渡とする。

（議会の同意を要する賠償責任の免除）

第５条 法第３４条において準用する地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条

の２の２第８項の規定により、下水道事業の業務に従事する職員の賠償責任の免除につ

いて議会の同意を得なければならない場合は、当該賠償責任に係る賠償額が１００万円

を超える場合とする。

（議会の議決を要する負担附きの寄附の受領等）

第６条 下水道事業の業務に関し、法第４０条第２項の規定により、条例で定めるものは、

負担附きの寄附又は贈与の受領でその金額又はその目的物の価額が１，０００万円以上

のもの及び法律上市の義務に属する損害賠償の額の決定で当該決定に係る金額が２００
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万円を超えるものとする。

（業務状況説明書類の作成）

第７条 市長は、下水道事業に関し、法第４０条の２第１項の規定により、毎事業年度４

月１日から９月３０日までの業務の状況を説明する書類を１１月３０日までに、１０月

１日から３月３１日までの業務の状況を説明する書類を５月３１日までに作成しなけれ

ばならない。

２ 前項の業務の状況を説明する書類には、次に掲げる事項を記載するとともに、１１月

３０日までに作成する書類においては前事業年度の決算の状況を、５月３１日までに作

成する書類においては同日の属する事業年度の予算の概要及び事業の経営方針を、それ

ぞれ明らかにしなければならない。

(1) 事業の概況

(2) 経理の状況

(3) 資産、企業債及び一時借入金の現在高

(4) その他市長が必要と認める事項

３ 天災その他やむを得ない事故により、第１項に定める期日までに同項の業務の状況を

説明する書類を作成することができなかった場合においては、市長は、できるだけ速や

かにこれを作成しなければならない。

附 則

（施行期日）

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。

（白河市特別会計条例の一部改正）

２ 白河市特別会計条例（平成１７年白河市条例第５０号）の一部を次のように改正する。

第１条第４号から第６号までを削り、同条中第７号を第４号とし、第８号から第１０

号までを３号ずつ繰り上げる。

第３条中「第７号」を「第４号」に改める。

（白河市特別会計条例の一部改正に伴う経過措置）

３ 前項の規定による改正前の白河市特別会計条例（以下「改正前の条例」という。）第

１条第４号から第６号までに掲げる特別会計における令和元年度の収入及び支出並びに

同年度決算については、なお従前の例による。

４ この条例の施行の日の前日までに発生した改正前の条例第１条第４号から第６号まで

に掲げる特別会計に属する債権及び債務は、全て白河市下水道事業会計に引き継ぐもの

とする。

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫



- 79 -

議案第１６４号

白河市浄化槽の整備に関する条例の一部を改正する条例

白河市浄化槽の整備に関する条例（平成１７年白河市条例第１５１号）の一部を次の

ように改正する。

題名を次のように改める。

白河市特定地域生活排水処理施設条例

第８条中第３項を第５項とし、第２項の次に次の２項を加える。

３ 申請者は、分担金を浄化槽設置工事着手前に一括して納入するものとする。

４ 分担金の納入後受益者が浄化槽の使用を休止、又は廃止しても既に納入済の分担金は

返還しないものとする。

附 則

この条例は、令和２年４月１日から施行する。

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１６５号

ひがし保育園建設事業建築工事請負契約について

市は、次のとおりひがし保育園建設事業建築工事請負契約を締結する。

１ 契約の目的 ひがし保育園建設事業建築工事

２ 工 期 議会の議決を得た日の翌日から令和２年１２月２５日まで

３ 契 約 金 額 ３２１，２００，０００円

４ 契約の方法 制限付一般競争入札

５ 契約の相手方 白河市白坂愛宕山７３番地２

株式会社松本工務店

代表取締役 松 本 義 則

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１６６号

訴えの提起について

次のとおり訴えを提起することについて、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第

９６条第１項第１２号の規定により、議会の議決を求める。

１ 訴えの相手方の住所及び氏名

２ 事件名

建物明渡等請求事件

３ 訴えの趣旨

(1) 市は、相手方に対し、石切場市営住宅 号室及びその倉庫（以下

「本件建物」という。）の明け渡しを求める。

(2) 市は、相手方に対し、平成２３年５月１６日から本件建物の明け渡し済みまで月

額金９５，９００円の割合による金員の支払いを求める。

(3) 市は、相手方に対し、訴訟費用の負担を求める。

４ 訴えの提起の理由

(1) 市は、平成１９年５月１日に相手方の父である （以下「 」という。）

との間で本件建物の賃貸借契約を行い、 及び相手方に対し、本件建物を引き渡

した。

(2) は、平成２２年１２月１５日に死亡したが、相手方は、白河市営住宅条例第

１２条に基づく市の承認を得ないまま、本件建物に居住し続けており、本件建物に

ついて不法占有者となっている。

(3) 相手方は、本件建物を明け渡さないことによって市に対し賃料相当の損害を与え

ている。本件建物について、近傍同種の建物の家賃は月額金９５，９００円相当で

ある。相手方は、 が死亡した後、市に対し５カ月相当分の賃料相当損害金の支

払いをしたが、平成２３年５月１６日からの損害金の支払いはない。

(4) よって、市は相手方に対し、所有権に基づき、本件建物の明け渡し及び平成２３

年５月１６日から本件建物明け渡しが済むまで月額金９５，９００円の割合による

賃料相当損害金の支払いを求めるものである。

５ 事件に関する取扱

弁護士を訴訟代理人に選任し、訴訟を遂行する。

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１６７号

小田川市民センターの指定管理者の指定について

公の施設に係る指定管理者を次のとおり指定するため、地方自治法（昭和２２年法律第

６７号）第２４４条の２第６項の規定により、議会の議決を求める。

１ 管理を行わせる施設

名称 位置

小田川市民センター 白河市泉田大久保８８番地

２ 指定管理者

所在地

白河市泉田大久保８８番地

団体名及び代表者名

小田川市民センター利用者協議会

会長 星 嘉 一

３ 指定期間

令和２年４月１日から令和５年３月３１日まで

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１６８号

東直売所「ふれあいの里」の指定管理者の指定について

公の施設に係る指定管理者を次のとおり指定するため、地方自治法（昭和２２年法律第

６７号）第２４４条の２第６項の規定により、議会の議決を求める。

１ 管理を行わせる施設

名称 位置

東直売所「ふれあいの里」 白河市東釜子字枇杷山６６番地

２ 指定管理者

所在地

白河市東釜子字枇杷山６６番地

団体名及び代表者名

東産直の会企業組合

代表理事 吉 田 洋

３ 指定期間

令和２年４月１日から令和５年３月３１日まで

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１６９号

産業プラザの指定管理者の指定について

公の施設に係る指定管理者を次のとおり指定するため、地方自治法（昭和２２年法律第

６７号）第２４４条の２第６項の規定により、議会の議決を求める。

１ 管理を行わせる施設

名称 位置

産業支援センター 白河市道場小路９６番地５

人材育成センター 白河市中田１４０番地

２ 指定管理者

所在地

白河市道場小路９６番地５

団体名及び代表者名

一般社団法人産業サポート白河

代表理事 加 藤 和 明

３ 指定期間

令和２年４月１日から令和５年３月３１日まで

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１７０号

聖ケ岩ふるさとの森の指定管理者の指定について

公の施設に係る指定管理者を次のとおり指定するため、地方自治法（昭和２２年法律第

６７号）第２４４条の２第６項の規定により、議会の議決を求める。

１ 管理を行わせる施設

名称 位置

聖ケ岩ふるさとの森 白河市大信隈戸地内 国有林５７及び５９林班地内

２ 指定管理者

所在地

白河市大信隈戸字仙久内屋敷１５番地

団体名及び代表者名

聖ケ岩ふるさとの森を守る会

会長 満 山 和 郎

３ 指定期間

令和２年４月１日から令和５年３月３１日まで

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１７１号

白河市白河ゴルフ倶楽部の指定管理者の指定について

公の施設に係る指定管理者を次のとおり指定するため、地方自治法（昭和２２年法律第

６７号）第２４４条の２第６項の規定により、議会の議決を求める。

１ 管理を行わせる施設

名称 位置

白河市白河ゴルフ倶楽部 白河市大信隈戸字午房沢地内

２ 指定管理者

所在地

白河市大信隈戸字午房沢１番地１４

団体名及び代表者名

ＮＰＯ法人白河ゴルフ倶楽部

理事長 鈴 木 進 一 郎

３ 指定期間

令和２年４月１日から令和５年３月３１日まで

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１７２号

きつねうち温泉健康館及び白河市東交流宿泊館の指定管理

者の指定について

公の施設に係る指定管理者を次のとおり指定するため、地方自治法（昭和２２年法律第

６７号）第２４４条の２第６項の規定により、議会の議決を求める。

１ 管理を行わせる施設

名称 位置

きつねうち温泉健康館
白河市東釜子字狐内４７番地

白河市東交流宿泊館

２ 指定管理者

所在地

白河市東釜子字狐内４７番地

団体名及び代表者名

株式会社ひがし振興公社

代表取締役 圓 谷 光 昭

３ 指定期間

令和２年４月１日から令和５年３月３１日まで

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１７３号

南湖公園翠楽苑の指定管理者の指定について

公の施設に係る指定管理者を次のとおり指定するため、地方自治法（昭和２２年法律第

６７号）第２４４条の２第６項の規定により、議会の議決を求める。

１ 管理を行わせる施設

名称 位置

南湖公園翠楽苑 白河市五郎窪山４５番地１

２ 指定管理者

所在地

白河市郭内１番地２

団体名及び代表者名

公益財団法人白河観光物産協会

理事長 和 知 繁 藏

３ 指定期間

令和２年４月１日から令和５年３月３１日まで

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫



- 89 -

議案第１７４号

白河文化交流館の指定管理者の指定について

公の施設に係る指定管理者を次のとおり指定するため、地方自治法（昭和２２年法律第

６７号）第２４４条の２第６項の規定により、議会の議決を求める。

１ 管理を行わせる施設

名称 位置

白河文化交流館 白河市会津町１番地１７

２ 指定管理者

所在地

白河市会津町１番地１７

団体名及び代表者名

特定非営利活動法人カルチャーネットワーク

理事長 瀬 戸 安 夫

３ 指定期間

令和２年４月１日から令和７年３月３１日まで

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１７５号

白河市武道館の指定管理者の指定について

公の施設に係る指定管理者を次のとおり指定するため、地方自治法（昭和２２年法律第

６７号）第２４４条の２第６項の規定により、議会の議決を求める。

１ 管理を行わせる施設

名称 位置

白河市武道館 白河市向新蔵１２５番地２

２ 指定管理者

所在地

白河市向新蔵１２５番地２

団体名及び代表者名

白河市武道館利用者協議会

会長 佐 藤 明 男

３ 指定期間

令和２年４月１日から令和５年３月３１日まで

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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議案第１７６号

白河市市民体育館の指定管理者の指定について

公の施設に係る指定管理者を次のとおり指定するため、地方自治法（昭和２２年法律第

６７号）第２４４条の２第６項の規定により、議会の議決を求める。

管理を行わせる施設 指定管理者 指定期間

名称 白河第一市民体育館 白河市追廻７０番地１ 令和２年４月１

位置 白河市追廻７０番地１ スポーツクラブ仲間 日から令和５年

会長 芝 澤 昌 子 ３月３１日まで

名称 白河第二市民体育館 白河市立石山３番地 令和２年４月１

位置 白河市立石山３番地 ２１’スポーツクラブｉｎしらかわ 日から令和５年

会長 渡 部 冬 子 ３月３１日まで

名称 白河第三市民体育館 白河市明戸１０２番地１ 令和２年４月１

位置 白河市明戸１０２番地 あけどスポーツクラブ 日から令和５年

１ 会長 齋 藤 眞 人 ３月３１日まで

名称 関辺市民体育館 白河市関辺松並３２番地１ 令和２年４月１

位置 白河市関辺松並３２番 関山スポーツクラブ 日から令和５年

地１ 会長 小 林 兵 吉 ３月３１日まで

名称 大沼市民体育館 白河市久田野城内３２番地 令和２年４月１

位置 白河市久田野城内３２ 大沼ふれあいスポーツクラブ 日から令和５年

番地 会長 渡 正 紘 ３月３１日まで

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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報告第１２号

専決処分の報告について

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第１項の規定により、別紙のとおり

専決処分したので、同条第２項の規定により報告する。

専決第４号 損害賠償について

令和元年１２月６日提出

白河市長 鈴 木 和 夫
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別紙

専決第４号

損害賠償について

市は、次により、市道の管理瑕疵に伴う事故に係る損害賠償の額を定め、和解する。

１ 損害賠償の相手方の住所及び氏名

２ 損害賠償の額

５０，４６８円

３ 損害賠償をする理由

令和元年７月１４日市道新高山２号線において、 氏が同市道を歩行中、市道

側溝の段差につまずき、転倒して負傷したため

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第１項の規定により専決処分する。

令和元年１０月２日

白河市長 鈴 木 和 夫
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